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こ の 資 料 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一

部 で あ る機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て,昭 和57

年 度 に 実 施 し た 「わ が 国 の 情 報 処 理 に 関 す る 動 向 調

査 」 の 一 環 と し て と り ま と め た も の で あ り ま す 。
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は じ め に

オ フィスオー トメー シ ョン(OA)の 急激な技術進歩 と普及拡大は,企 業の

事務部門の生産性の向上を押 し進めるにとどまらず,企 業の仕 事のや り方その

ものに大きな変化を与 えつつあるoこ の ような変化は,一 方では最近の国際的

景気低迷 とい う経済 的環境の中で,雇 用問題を始め とす る社会 的な影響を与 え

る として国際的に論議 されている。

当協会 では,昭 和55年1月 に 「マイ クロコ ンピュー タの雇用 に与 える影 響

調 査」を実施 したが,本 年度においては,上 述の背景か ら,特 に 「OA化 の進

展 に伴 う社会的影響」 について調査研究を実施 した。 この問題 は,多 くの経 済

的,社 会的諸要 因が相互に複雑 に関連 してお り,こ のよ うな影 響の メカニズ ム

を 明らか にす る方法論は,い まだ確立されていないのが現状 である。 このため,

本年度 は,ま ずOA化 技術 の中核である コンピュータ技術につ いての発展の予

測を行 い,さ らに,問 題解決のための方法論,枠 組の検討を行 った。本資料は,

その検討結果 をと りま とめた ものである。

最後に,本 調査研究実施 に当 り,ご 指導 ご協力をいただ いた関係各位 に心

よ り感謝す る次第 である。

昭和58年3月
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ま え が き

OAの 社会的影響調査委員会委員長

松下通信工業㈱常務取締役

唐 津 －

OAに つ いての調査は,こ の ところいささか ブー ム的様相を示 していて,多

くの報告がある。企業経営 の中で,OAは 合理化のために残 され た最後の未利

用資源 ともい うべ きものがあ った。製造 とか設計 とい った,モ ノづ くりの分野

については,既 に多 くの方法論 があ り,固 有技術があ り,ま たそのためのハー

ドも用意 され てい る。そ して,こ れ らの導入によって,期 待 され た生産性を実

現す るとい ったことは 日常 とな った。 しか し,事 務 とい う分野 につ いては,ま

だ多 くの ことが残 されているo

それだけに,OA化 のイ ンパ ク トにつ いては,そ のイメー ジについて共通の

認識 を得 るにいた って いないのは当然 ともい えよ う。OAの ハー ドウェアにつ

いての将来の姿 を画 くことは,む しろ容易であるが,こ れを使 って何 をす るか

の問題であ る○

この委員会にお いては,こ のよ うなことか ら経済 社会,ま た経営な どその

他OAを と りま く環境 につ いて,で きるだけ幅広 い分野 ・立場の専門家が参集

して,そ れぞれ の分野か らそのイ ンパ ク トをどの よ うに考 えるかの研究 を行 う

こととした○

今年度においては,従 って結論 を出す ことよ りも,こ の問題 を どの ように考

え接近すれば よいか につ いて,発 散型な討論を展開 し,む しろ洩れのないこ と

の方に留意 して,中 間報告を作成する こととした。

そ の討論の スケジ ュール とテー マは,以 下に示す如 くで あるが,報 告書 の内

容につ いて も,ひ とつひ とつが独 自の立場か らの見解を示す とい う形にな って

いるo
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経 過

● 第1回 委員会(昭 和57年12月)

① 調査研究の 目的 ・内容

② 解決すべ き諸問題 の検討

● 第2回 委員会(昭 和58年1月)

①5年 後の技術予測

② 解 決すべ き諸問題の検討

● 第3回 委員会(昭 和58年3月)

①5年 後のOA技 術(コ ンピュータ技術)の 予測 とその影響

②OAの 影 響の考 え方

● 第4回 委員会(昭 和58年3月)

①OA化 に対す る意識
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1.総 論

松下通信工業㈱常務取締役

唐 津 一

1.合 理化 とい うこと

最近の 日本の経営の成功の原因について,多 くのことが語 られている。 日

本では終身雇用 なので,安 心 して働 らいてい る。集団の意志決定か らくるチ

ー ムワー クの良 さがあるな どを始 めとして
,中 には 日本的な暖昧 さまでが成

功の理 由としてあげ られ るよ うにな った○

しか しなが ら,い まか ら20数 年前 に出版 された米 国 コロンビア大学の ア

ベ グレン教授 の著書"日 本の経営"で は
,現 在 日本が成功 した理 由とされ る

ものを,逆 にマイナスとしてあげて いた。年功序列だか らダメだ。稟議制度

は時間がかか りすぎ るとい った具合である。 ところが,日 本が成功す る と,

それ らがすべて プラスとしてあげ られ るようにな った。

アメ リカにおいて科学的管理法を創始 した テーラーは ,現 場の作業 を細分

化 し,単 純化す ることに よって,ベ ル トコ ンベアによる大量生 産方式 を成功

させた。 そ して,こ の システムは,現 在において も工業生産の基本的方式 と

な っている○ しか しなが ら,こ れは一方 において人間を機械のよ うに扱 うと

いうことであ る。 その ため,有 名 なホー ソン実験 とい った例 に見 るように ,

生産性向上のためには,人 間の意欲 も考慮すべ きことが 明らかに された○

そ して近 頃で は,ス エーデ ンの ボルボ社が実施 したよ うに,コ ンベアを廃 止

す ることの方が,品 質,生 産性 ともに向上 した とい った例 もでてきている○

これは,生 産量が少 ないか らできた とい うことがあるか も知れ ない。

しか しなが ら,こ のよ うな企業 における合理化の歴史を見る とき,あ る 目的

のための最適解 は,必 ず しもひとつに集約 され るのでは な く,い ろいろなや

り方が あ るとい うこと,し か もそれ らは実績でみ ても,個 々の違 った システ
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ムがそれ な りに充分競争力を持 ち並存で きるとい うことが示 されている。

最 良な方式がひ とつに集約 されて もよさそ うな品物をつ くるための製造の

場合において さえ,こ のよ うなこ とがある。従 って,品 物で はな く,情 報 と

い う得体の知れ ない対象を扱 うオ フィスの仕事では,ど の ようなや り方が最

適か を解 明し,評 価す ることには多 くの困難のあることが予想 できる。その

中では,よ りよいや り方 とい うのはあるか も知れ ないが,こ れ が最善 である

とい うことの証明は,不 可能 とい って よかろ う。

最近の不況の中で,ど の よ うな企業でも 目をつけるのは間接 部門の合理化

である。 直接部門については,近 頃の ように管理技術が高度化 し,徹 底的に

煮つ め られた合理化が行われてい る。だか らそれ以上 の合理化 となると容易

でない。そのため,合 理化のほ こ先 は間接部門に向 ったのは 自然のな りゆき

であ った。そ してその第一歩は,不 必要な ことを,片 っぱ しか らやめてい く

というのが一般的 な方法で あるoし かもそれ をやめて も,当 分は全 く業務に

支障を来 さない ことが多い。仕事をな くせば,OA機 器 も何 も不必要なのだ

か ら最も安上 りであ る。 民間企業の場合は,多 少の不便があ って も,従 来の

しきた りがあ って も,生 きるた めとい う一声で,バ ッサ リ切捨 てることが現

実に行われてい る。 これが企業の現実であ る。 この ようなことを知 ると,

OAの 波及効果を 占な うことは,必 ず しも容易で ない ことがわか るのである。

一般的にOAの 導入 とい うと,ま ずそれまでに手作業その他の業務が存在

していて,こ れ を機械 にお きか える とい うことか ら考 え始 めるとい う手順で

すすむのが普通である。その場 合は,こ の機械を入れ るこ とで人手が何人減

るといったことで,前 後の差を比べることは比較的容易 である。 しか しなが

ら,工 場の機械 化 と違 って,事 務の合理化では,仕 事 のや り方や手 続きその

ものを変 えることで,そ の効果をあげることが現実に可 能だ し,ま たその事

の方が効果が大 きい とい う場合が多い。つま り,旧 来 の方式 をただ機械 にの

せるのではなく,や り方を変 えてしまうのである。古 くからあった印鑑証明は,今 は
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カー ドを持 って行 くと発 行 す る よ うにな った。 更にす す め ば,ハ ソコを廃 止

して,カ ー ドが本 人 を証 明す る とい う とこ ろまで い くだ ろ う。

2.質 の 変 革

ところで,OAの 導入には,た だ人員を減 らす とか スピー ドア ップとい っ

た効率 とい う尺度で示 されるもの以外に,そ れによって新 しい業務やサー ビ

スが実現 し,そ こか らの メ リッ トによってつ くり出され る新 しい付加価値 と

い う波及効果 も考 えな くてはな らない。

日本の 自動車工業 の強力な競争 力は よ く知 られてい るところだが,そ の理

由は,世 界各地の事情 に丁度適合す る クルマを,す ぐれた品質で,し か も充

分低 い コス トで実現 したことに集約 され る。 この場合,海 外の メー カでも同

じ様 に,自 動車工業 は大量生産の原理に もとつ いてつ くられ ている。つ ま り

それ は,ヘ ン リーフォー ド1世 による標準化,専 門化,単 純化 といったいわ

ば画一化の技術である。 ところが 日本の メー カは,そ の原理 に更 に加 えて コ

ンベ アの上で混合生産を効率 よ く実現 したのである。そ こで使われた プ レス

や ロボ ットは,ハ ー ドとしては海外のメー カと同 じで ある。 しか し,そ の扱

い方に新 しい工夫が加わ っている。 ボデ ィを成型す る大型 プレスの場合,海

外では8時 間 くらいが常識であった金型取替の段取時 間を,僅 か20分 くら

いでや るといったことである。それでな くては,混 合生産を安 く実現で きな

い。 こうなると,見 た ところでは 同 じ設備の工場で も,そ の工場の実現 して

いる機 能は,ま るで質の違 うものであ る。 ハサ ミも使いよ うとい う言葉通 り

である。 今では世界的 に有名になった トヨタ自工のカ ンバ ソ方式は,こ の よ

うな改善努 力を背景 として実現 した。

この委員会 において は,OA機 器のハー ドについての技術的可能性の推測

についての作業は もちろん必要であるが,そ れ と同時に,カ ソバ ン方式に相

当す るよ うな,OA機 器 の各種業 務への組み込み方についての検討 を行 うこ

とが,社 会への波及効 果を占な うために,不 可欠であ ることがわか るのであ
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る。 従 って,こ れはいわば経営その もののあ り方 にまで さか のぼ る問題であ

るo

最近,小 型軽量 な可搬型端末の進歩 にともな って,金 融機関が出先か ら電

話 回線で コンピュー タにア クセスし,預 金 の振替 えを行 うことについて ,大

蔵省が認可を与 えることにな った。 これは,や がては ホー ムバ ンキ ングにも

つなが る大 きなでき ごとである。

これまで大 蔵省 は銀行の店舗の設置数 について厳 しい認可制度を とってい

たわけだが・この 新 しい端 末 の 実 用化 は,ま さに移動店舗の実現であ る。

そ のためもあ って,差 当 りは,一 飯行 当 り使用可能な端末数 につ いて台数 を

制 限 した。 しか しなが ら,こ れは情報技術の立場か ら見れば,全 く無意味 な

ル ールである。 この技術 は,や がては銀行業務の革命的変化へ と発展す るこ

とは間違いない。

5.国 際 化 の 中 で

1982年 にお いて は,日 本 のGNPは 世 界 の10 .8%に 達 した と推 定 され

て い るが,こ の こ とは,世 界 の金 の動 きの1割 を 日本 が に ぎ って い る とい う

こ とで あ る。 従 って,既 に 日本 の経 済 は 国際 化 が どん どん進 ん で い る とい う

こ とで あ る○

ロ ン ドンのあ る 日系 銀 行 の 支店 で は ,取 引 の デー タを直 接 日本 に 送 るの で

は な く,ア メ リカの オ ハイ オ 州 ク リー ブラ ン ドに あ る コ ン ピュー タ スー パー

セ ンターの フ ァイ ル に送 り込 む 。 これ は 時 差 を避 け るた め で あ る。 そ して 日

本 で は夜 が 明け る とこの デー タを 取 り出す とい う使 い方 を してい る。

こ の こ とは,可 搬 型 端末 を持 って歩 くな ら,電 話 回 線 の 通 じる限 り世 界 の

どこか らで も振 替 業 務 が可 能 だ とい うこ とで あ る。 従 って,そ の端 末 の 台数

制 限 とい う大 蔵 省 の 行政 指 導 は,人 力 車 とか 郵 便 しか 存 在 しなか った 時 代 の

発 想 だ といわ れ て も しか た が あ る ま い。 情 報化 時 代 と い う新 しい 酒 には,新

しい酒 袋 の 用意 が い る。
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今 日,シ ンガポ ール は,ロ ン ドン,ニ ュー ヨー クとな らん で,世 界 の金 融

セ ンター の ひ とつ とな った 。 ア ジ ア ダラー の 中心 であ るoこ れ は ,シ ンガポ

ー ルの地 理 的位 置 が ,ロ ン ドン,ニ ュー ヨー クに対 して時 差 の点 で丁 度 中 間

に あ る とい うこ と,及 び シ ンガポ ール政 府 の政 策 で,デ ジ タル 交 換機,衛 星

通 信 とい ったあ らゆ る最 新 の 通信 シス テ ムを導 入 し,し か も料 金 も割 安 に し

た た め に この こ とが実 現 した○ も ち ろん,回 線 利 用上 の制 限 は全 くな い。 日

本 の 場合 は,為 替 につ いて 大蔵 省 の 制 約 もあ り,資 金 が 自由 に動 かせ な い。

そ の た め東 京 は セ ンター にな れ ない の で あ るo

これ まで に 述 べ て きた こ とか らもわか る よ うに,OAの 将 来 を 占 な うには,

技 術上 の 発 展 に つ いて の 予 見 の上 に,こ れ を利 用 す るた めの 各種 の制 度,料

金 そ れ ぞれ の業 界 の 特 異性,更 に は企 業 家 の バ イ タ リテ ィな ど,多 くの 要

点 が か らみ 合 う ことに よ って,そ の利 用 方 法や,こ れ に よ る社 会 へ の イ ンパ

ク トが変 る ので あ るo

4.経 営の システ ム

OAは,い うまで もな く経営 のための道具で ある。だか ら,こ れ を どの よ

うに使いこなす か,ま た これ がいかな る効用 を実現 して,イ ンパク ト.をどの

ように与 えるかは,経 営の システムそのものが,ど の方向に変化 してい くか

を発想の原点 として考 えるこ とか ら始める必要があるoこ こでは,従 って,

OAは こ うあ るべ きだ とい った理想化 された又は抽象化 された モデルだけを

前 提 とす ると,現 実か ら遊離 した答案 とい うことにな って しまい,単 なるお

とぎ話 とい うことになるか も知れ ないのである。

あるシステ ムが実現 して経営的に成功す るには,実 に多 くの ことが うま く

関連づ け られ て活動 しているのである。 た とえば,ロ ボ ッ トによる無人化工

場 とい った こ とが世 間の話題になっている。夜 中は機械だけが働 らいてい る。

これ こそ未来の工場だ という印象 を人 々に与 えている。 しか し,こ れが うま

く活動す ることのためには,実 に多様な人 々の仕事が うまく機能 しているの
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である。 まずそれには,こ の工場を最大限 に働かせ るための販売力が ともな

わな くてはな らない○注文が なければ,工 場は動か ない。 しか もこれ らの製

品 はつね に他社 に対 して打 ち勝つために,技 術,コ ス トな どすべての面で強

力でな くてはな らないし,ま た市場か ら安定 した受注のできることが必要で

あ るo

また,製 造 について も,品 質管理が充分 なされていて不良がゼ ロであるこ

とが必要で ある○無人運転 したの は良いが,不 良品が混入 していたので は,

あ と始末が大変である。 自動機械 を入れ ると不良率が下が るのではない。製

造 の カソ ドコロがすべ て押 えられ ていて,不 良率がゼ ロに近いか ら自動機械

を入れ ると動 くのである。 また,品 種切換 えのための段取時間の問題,設 備

の 予防保守 も重要だ し,更 には これに使用す る機械 についても,品 質,供 給

な どすべてが満点の状態で な くては,無 人工場 は運転できないのである。

従 って,こ れは単なる ロボ ッ トの利用 とい う面だけを取 り上げてみ る と,

大 きな判断の誤 りを犯す。OAの 導入 も,こ れ と同 じよ うに企業を取 り巻 く

社会環境 を含めた経営その ものだ とい うわ けであ る。

最近,日 本の経営の成功に学びた いとい うことで,海 外の視 察者が来 日す

るが,真 の専 門家ほ ど日本の工場 の高い生産性 と高品質を見て も,と て もこ

れ を 自分の国 に移 しか えることは不可能だ と理 解する。それ は,工 場 とは,

その社会の中に存在す る企業経営のほんの一部分であ って,こ れ らは複雑 に

か らみ あ っていて機能 している。だか ら一部だけを ツマ ミ食 い して まわ るこ

とは,と ても不可能 だとい うことに気づ くか らで ある。

5.接 近へのわ く組み

前節 までの考察か ら示 され るよ うに,こ の作業 では,ま ずOA機 器の技術

の発 展の予想は,基 本的条件 を示す もの として重 要である。 しか しそれ と共

に,こ れ を組込んだ経営の場が,ど のよ うな形 に将来変ってい くかについて,

そのイ メージづ くりをす ることが必要で ある。
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そ こでは,経 営体質の変化を迫 ることの要因,い わば引き金を引 くものは

何か とい うこ とについて,技 術や市場の変化,社 会環境,競 争原理,国 際化

な どを検討す る と共 に,こ れ らを受け とめるた めの,各 種 の手段 として,O

Aを は じめとす るマイ クロエ レク トロニクス及びそのハー ド,ソ フ トの進歩,

これ を使 う人間の適応性,意 識の変化,企 業 をと りま く行政,社 会,教 育な

どの対応 について,探 求 してい くのであるo

経営の基本はその合理性にあるo合 理性 を失 った経営は,や がては失速 し

て浮力を失 い,社 会か ら脱落 していく。 ここで言 う合理性 とは,あ る理論や

原則に忠実で あるとい うことではない。現実に適合で きるか どうか の意味で

あ る。従 って,新 しい技 術 がOAと い う形で どのよ うに導入 され,ま た機

能す るか については,合 理性 とい う尺度 によって,判 断のめ どを与 えること

ができるわけであ る。

た とえば,い かに素晴 らしいOA機 器で も,そ の導入の コス トが,企 業の

収 支のバ ランスを失わせ るほ ど高価なものな ら,そ の導 入は不可能 である。

また,こ れを扱 うために特殊 な技 能を必要 とす るな ら,そ の人員を入手で き

ない限 り,普 及す るわけがない。 つま り,OAの 導入 とい う変革のつ じつ ま

が合わ な くな るか らであ る○

従 って,OAの 与 えるイ ンパ ク ト研究の第一歩 としては,企 業 とい う単位

での 自己完結型の合理性 とい う尺度のも とで,ど のよ うな経営 システムが実

現す るだ ろ うか とい うことにつ いて,そ の パター ンをさ ぐることか ら始 める

とい うア プロー チの仕方が考 えられ る。 ここで,自 己完結型 といったが,そ

れはもちろん企業活動 に対 して与 えられて いる法律,習 慣 とい った社会 との

つなが りの もとにおいて完結す るもので ある。 しか し,私 企業である限 り,

収支の バ ランスを失 えば,確 実に倒産す る。経済活動は もちろん慈善事業で

はない。 この よ うな意味で とにか くその生存のために,何 をや るべきかがき

ま るので ある○

行政 におけ るOA化 も,発 想の原点 は民間の場合 と同様である。地方 自治
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体,国 とい えども自己完結で な くては困 った ことにな る。

これを忘れたために,大 変 な赤字 となって失速 した例を行政や公共企業体

に も見受けることができるか らであ る。

このよ うな意味での合理性 とい う立場か らアプローチす ることによ って,

将 来へのイメージをつ くり出す ことができるであろ う。
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OAの 技 術的 可能性
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H.OAの 技 術 的 可 能 性

東京大学理学部情報科学科助手

坂 村 健

本編は,OA(オ フ ィス ・オー トメー シ ョン)が,社 会 に対 して どの よ うな

イ ンパク トを与 えるかを探るため、技術的に どうい う事が可能になるかを予測

した ものであるo

予測の手法 としては,ユ ーザの要求か ら,ど のよ うなシステムの出現が望ま

れ るかを想定す る トップダウン的な方法 と,半 導体技術な ど要素技術の発達か

ら,い かなるOAシ ステムが実現可能 になるだろ うか とい うボ トムア ップ的な

方法の二つが考 え られ る。 ここでは,実 際 に五年後,十 年後に実現 され るであ

ろ うとい う現実性の立場 か ら,後 者のボ トムア ップ的な手法を取 って いる○ さ

らに,そ の ようなOAシ ステムの出現 によ り,社 会 にどの よ うな影響が生 じて

くるかを予測 している。

さて,ボ トムア ップの見地か ら見る と,新 しい要素技術が実用化 された時点

か ら,そ れが次世代の システムに影響 を及ぼす のに少な くとも二～三年は経過

し,そ の システムが誰の手 にも届 くよ うになるまでに十年は経過す ることにな

る。 システ ムの普及が,社 会的なイ ンパ ク トを与 え始 めるのは,シ ステ ムの誕

生か ら数年経過 して社会 に浸透 し,後 戻 りができな くな り始 め ようとす る頃 で

あろ う。例 えば,日 本語 ワー ドプロセ ッサは昭和54年 に発売 されて,三 年経

過 して一般への浸透が顕著 にな ってきた○ オフ ィスで 日常的に使われ,マ スコ

ミで も頻繁 に取 り上げ られ,印 刷業界,出 版界 な ども対応を始めた。 いわば タ

ーニ ング ・ポイ ン トを超 えたわけで ある。

このような要素技術の誕生か らシステムの完成,そ して普及にかな り年 月を

要す る事を考 えると,現 在手持 ちの,ま た は予想 される要素技術 を基に して五

年後,十 年後のOAシ ステムと,そ の社会 に対す る影響を充分予測す る事がで

きよ う。
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OA(オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン)

=そ の技 術 的可 能 性 を探 る=

我 々は5年 後 、10年 後 、 そ して そ の先 に どの よ うな コン ピ ュー タを

手 に 入 れ る事 が で き るのか 。

そ して そ れで 何 が 可 能 に な るの か 。

OAと は 、成 熟 した コン ピュ ータ技術 に支 え られ た 自動 化 オ フ ィス の

構 築 を い う。

よ って 、 未 来 のOAを 考 え る場 合 には 、 まず 技 術 的可 能 性 を押 えて お

か な けれ ば な らな い。

◎ 考 え 方 と しては 、

トップ ダ ウ ン式 に 考 え る方 法 と

ボ トム ア ップ 式 に 考 え る方 法 が あ る。

〈 トップ ダウ ン方 式 〉

・オ フ ィス に お け る 自動 化 の

要 求(ニ ーズ)

＼

・コン ピ ュ ータへ の要求

〈 ボ トム ア ップ 方式〉

・オ フ ィスへ の 適 用。

〈 ア ー キテ ク ト〉

・素 子 の発 展 を 促す ○

*実 際 には ボ トム ア ップ式 が 多い。
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◎成熟 の予測サイ クル

●素子のアイデアの完了 一ー 一 一 「

・実験的な素子が生まれ る

・実 用 素子 が 完成

例 えば 、

8BlT

1969

1972

1974

1976

1982

「

マ シ ンの

誕 生

始開計設

約5年

成熟 段階に至る

(誰 で も手に入る)

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ の ア イ デ ア

イ ン テ ル8008(初 の8BlT)

イ ン テ ル8080

モ ト ロ ー ラ6800

ザ ィ ロ グZ80(8BlTの 標 準)

8BlTは 成 熟Z80が$5以 下

($200)

$500

$100
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要 素 技 術 を組 合 わせ て構 築 した シス テ ムの五 年 後,十 年 後 を予測 す るた め に

は,次 の 四点 が 主 た る ポイ ン トで あ ろ う。 第一 は,各 人 の仕 事 を行 うた め の ス

ーパ ー ・パ ー ソナル コ ンピ ュー タ,第 二 は スー パー ・パー ソナル コ ンピ ュー タ'

で は 不 可 能 な 巨大 な 計 算 を 引 き受 け る スー パー ・コ ン ピュー タ,第 三 は これ ら

の コ ンピ ュー タ同士 を 結び 付 け るネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム,最 後 に人 間 と コ ン

ピ ュー タの対 話 を 司 るマ ン=マ シ ン 。イ ンター フ ェー スで あ る。

こ こで近 未 来 に シ ステ ムが 取 り得 る姿 を イ メー ジ して 見 よ う。 まず,ひ とつ

の イ メー ジ として は スー パー ・パー ソナル コ ンピ ュー タが 多数 結 合 され た ロー

カル ・ネ ッ トワー クが数 多 く存 在 し,こ れ らが さ らに グ ローバ ル ・ネ ッ トワー

クで結 ばれ てい るよ うな 高度 分散 処理 アー キ テ クチ ャが浮 んで 来 る。 スー パ ー

コ ン ピ ュー タも グ ロー バ ル ネ ッ トワー クを 介 して ア クセ スで き るので 自分 の も

とで 行 えな い大 きな 仕 事 は,ス ー パー ・コン ピ ュー タ にや らせ る事 がで き る。 .

また,人 間 と コ ン ピ ュー タが 非 常 に 自然 な 対 話 が行 える よ うな高 度 な マ ン=マ

シ ン ・イ ンター フ ェー スの確 立 され た シ ス テ ムが イ メ ー ジ され る。

そ して,最 後 に末 来 に登 場 す る シ ステ ムがOAに 与 える影響 を考 えて見 よ うo

まず,パ ー ソナル コ ン ピュー タや スー パー ・コ ンピ ュー ター の能 力 が非常 に上

が り,か つ価 格 が 劇 的 に下 が った ら ど うな るか。 また,マ ン=マ シ ン ・イ ンタ

ー フ ェー スが大 変 簡 単 に な った ら ど うな るかoデ ー タベ ー スや エ キ スパー ト ・

シ ス テ ムが 高度 に発 達す る とど うな るか 。 この よ うな角 度 か ら見 る と五 年 後,

十 年 後 のOAの 姿 を 的 確 に捕 え る こ とが で き よ う。
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1.要 素 技 術 の5年 後,10年 後 を予測

(1)プ ロ セ ッサ 素 子(論 理 回路)

(2)メ モ リ素 子

(5)二 次 記 憶

(4)入 力

(5)出 力

(6)ソ フ トウ ェア技 術(デ ータベ ース,エ キ ス パ ー トシス テ ム)

(7)シ ステ ム技 術,ア ーキ テ クチ ャ

が ど うな るか 。

要 素 技 術 の 側 か ら マイ ク ロ ・プ ロセ ッサ(論 理 素 子),メ モ リー,二 次 記

憶,入 力方 式,出 力方 式,ソ フ トウ ェア技 術,シ ステ ム技 術や アー キ テ クチ

ャの各 項 目に つ い て ボ トム ア ップに5年 後,10年 後 の 様 子 を予 想す る。

1.1マ イ ク ロ ・プ ロ セ ッ サ(論 理 素 子)
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実 際 に商 品 とな るマ イ ク ロプ ロ セ ッサ

5年 後20万 デ バ イ ス/チ ッ プ

10年 後40万 デ バ イス/チ ップ

103

102

101

〈5年 後 〉

規 模 の点 か ら言 えば,

・100万 ゲー ト/チ ップの デ バ イ スが実 現 して い よ うo

しか し,汎 用 の商 業 ベ ー スの マイ ク ロ ・プ ロセ ッサ で は,

・30～50万 デ バ イ ス/チ ップ程 度 で あ ろ うo

速度 に関 しては,

・3MIPS整 数

・1MFLOPS… …浮 動 小 数

ぐらいの いわ ゆ る32BITプ ロセ ッサが 出 現 してい るだ ろ う。

例 えば,68000,80386,16000の 後 継機 種 が 上 の よ うな性 能 に な ろ う。

この場 合,用 い られ る テ ク ノ ロジー は,

・CMOS(消 費電 力 の面 か ら)

又 は,・ 高 密度NMOSで あ ろ う。
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た だ,ガ リウムひ 素 な どに よ る超 高 速 素 子が実 用 の域 に 入 って くるの で,専

用 プ ロセ ッサや 特 殊 プ ロセ ッサで,性 能 を追 求す る用 途 で は数10MIPSの

性 能 の デバ イ スが 用 い られ よ う。

以上 は,汎 用 プ ロセ ッサ に関 して だが,こ の他 に,

・カメ レオ ンプ ロセ ッサ(ダ イ ナ ミ ック ・マイ ク ロプ ログ ラム に よ る可

変 構 造 マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ)

の よ うに,ユ ニバ ー サ ル ・ホ ス トマ シ ンの 性 格 を持 った もの か ら,各 種 の専

用 プ ロセ ッサ まで生 まれ て こ よ う。

・メ モ リー 管 理 ,仮 想 記 憶 管 理,キ ャ ッシ ュ管理 プ ロセ ッサ。

・1/0,チ ャネ ル プ ロセ ッサ○

・数 値計 算 プ ロセ ッサ5か ら10MIPS
。

・グラ フ ィク ス ・プ ロセ ッサ10Mpixel/S

・信 号処 理 ,音 声 合 成,認 識20MIPS

・フ ァイル ,デ ー タベ ー ス ・プ ロセ ッサ

さ らに

・プ ロセ ッサ ・ア レイ

・シス トリ ック ・ア レイ

も実 用 化 され よ う。

〈10年 後 〉

規 模 の点 で は実 働す る素 子(超LSI)と して

・1000万 ゲー ト/チ ップの域 に達 して い るだ ろ う。

科 技 庁 の未 来技 術 予 測 で は10年 後 に1億 か ら10億 素 子 の チ ップが実 用 化

して い る とな って い る。 これ は,三 次 元素 子 や超 微 細構 造 な どが 実現 して い

る と想定 して い るの だ ろ う。 た だ,実 際 に商 業 ベ ー スにお いて は信 頼 性,コ

ス ト,テ ス ト性 の 面 か ら

・数100万 ゲー ト位 で あ ろ う。

一17一



また,汎 用の マ イ ク ロプ ロセ ッサ に関 して は,

・数 十万 ゲ ー トの 素 子で 安 定 して い る可能 性 も あ る。

速 度 に関 して は,

・5年 後 の10倍 か ら100倍 の ス ピー ドの 素 子 が実 現 して い よ う。

これ は,ガ リウ ムひ素 や ジ ョセ ブ ソ ン系 の 素 子 な どが 実 用 化 の域 に入 り,一

般 に使 用 され て い る こ とを 想定 して い る。

1.2メ モ リ ー(主 記 憶)

5年 後

10年 後

現 状

1Mビ ッ ト/チ ッ プ,

4Mビ ッ ト/チ ッ プ,

64Kビ ッ ト/チ ッ プ,

00NS

100NS以 下

150NS

ig80 年

(出 典;IEEEJournal

Apr1979)

〈5年 後 〉

メモ リーの場合には,半 導体技術の発展による容量的な面での進歩は著 し
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く予 測 も難 し くな い○ 例 えば,

・RAMは 容 量1Mbitで ア クセ ス時 間 が100NSの チ ップが 商業 ベ ー

スに乗 るだ ろ うoテ クノ ロジー は,NMOSあ る いは,CMOSを 使

って お りダ イ ミック型 も ス タテ ィ ック型 も あ り うる。 この 時点 で は ま

だ256Kが 主 流 で あ ろ うが,4Mbitも し くは,そ れ 以上 も発 表 され

て い るだ ろ うo

・ROMは ,容 量4Mbitの チ ップが 商業 ベ ー スに 乗 って い る。 そ れ 以

上 の8Mbitや16Mbitの チ ップも現わ れ てい よ う。

・速 度的 には ,100Kbitで10NS以 下 の ア クセ ス時 間 を持 つ 素子 が実

用 化 され よ う。

しか し,メ モ リー ・アー キ テ クチ ャ的 な進 展 は,ア イ デ アに よ る と ころが

大 きい の で 予想 は 困難 で あ るo

・特殊 メモ リーは,プ ロ グラ ム可能 なProgrammableLogicArray ,動 的

書 き替 え可 能 なDynamicLogicArray,あ るい はPALの よ うな メ モ

リー と論 理 回 路 の性 格 を兼 ね備 えた タイ プの発 展 が著 しいだ ろ う。 規

模 も大 き くな り,各 種 のLogicInMemoryやlntelligentMemoryが

現 われ るだ ろ う。

な お,メ モ リー,論 理 回路 を 問 わず,ピ ン数 や 放熱 の 問 題 が深 刻 にな って

くるの で,市 販 の チ ップで も新 しい パ ッケー ジ ング方式 が 用 い られ よ うo

シ ス テ ム と しての メ モ リー で は,RAMで

・手 のひ らに1MByte ,ポー タブル な シ ステ ムで10MByte程 度 が 達成

で きるで あ ろ う。

〈10年 後>

10年 後 には,現 在 の 延 長線 として メ モ リー 素 子 の集 積 度 が 高 くな って 行

く とは考 えに くい ので,三 次元 構 造 や多重 冗 長 構 成 な どを用 いて 容量 をあ げ

て い くこ とに な ろ う。 そ の場 合 には,数 百Mbitで 数NSの ア クセ ス時 間 を

もつ 素 子 が実 現 され るか も しれ な い。 もち ろん,パ ッケー ジ方式 や 放 熱,ノ
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イズ耐性 な どの山積す る問題が解決 してい るとしてだが。

速 さの面では,ガ リウムひ素や高移動度デバイ ス,そ れに ジ ョセ ブソソ素

子 などが実用にな っているだろ うか ら,数NS台 の アクセス時間はもちろん

の こと1NS以 下の もの も実用にな っているであろ うoま た,全 く原理の異

なる分子記憶やバイオテ クノ ロジーによるメモ リー も実用化が考 えられ るの

で様相が一変 しているか もしれ ない。

1.5二 次 記 憶

二 次記 憶(デ ィス ク)

5年 後

10年 後

現 状

5イ ン チデ ィス ク(手 の 平)

8イ ン チデ ィス ク(両 手)

14イ ンチデ ィス ク

5イ ン チデ ィス ク

5イ ンチデ ィス ク

100MB

ろ00MB

5000MB

lGBを 越 す

20MB

19865.Gbytes

l4-in。/

drives

ノ

200Mbytes

90Mbytes
50Mbyles

l}

,1
。丁 －in

drive

↑

プ… … 一
/8r。.d,i.e、

/
＼ ∠ ・'・ 、 〉/

/〉"▽/＼

/一 蹴P。 ＼
'≠〆

/
/

〃zz換 ・一…一躍 砿
＼
、

＼

・6一当 二二嵩.㍗ 一 ‥ 卿1e・'＼

4

/ ＼

1
48-tpi§`ngle-slded.double-densttyfloppyd`sk

　じけ　 トロ 　 　　ぎ　

ω ・thSt'L・ ・d・・b-・-tn・)

(出 典:ElectronicDesign.Jan6,1983)
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〈5年 後 〉

二 次記 憶 も量 的 な進 歩の 予 測 は容 易で,記 録 密 度が 着 実 に増 加 して い く。

a磁 気 デ ィス クで は,固 定 ウ ィンチ ェ ス ターの 場合

・5イ ンチ ・デ ィス ク(手 の ひ ら)100MB

・8イ ンチ ・デ ィス ク(両 手)500MB

・14イ ンチ ・デ ィス ク5000MB

程 度 の容 量 に 達 した機 種 が 出 回ろ う。 ア クセ ス時 間 は,10か ら30ms

と あ ま り変 わ ら な い だ ろ うが マル チヘ ッ ド型 や ヘ ッ ドパー トラ ック

型 が 普 及 す れ ぼ さ らに高速 に な る。

b光 デ ィス クは,画 像 情報 フ ァイ ル シ ス テ ム,メ ッセ ー ジ交換 用 フ ァ

イル な どの超 大 容量 記憶 に用 い られ て い るだ ろ う。

直 経30c7iiの 光 デ ィ ス クの場 合

・1回 のみ 書 き込 み型 で ,数 千MBか ら1万MB。

・消 去,再 書 き込み 型 で ,1000MB>

程 度 で あ ろ う○ ア クセ ス時 間 は,デ ィス ク1枚 の場 合100ms位 だ ろ

う。 シ ステ ムで は,秒 の単 位 にな る。

〈10年 後>

10年 後 に は,磁 気 記憶 方 式 も物 理的 限 界 に 近づ くほ どの 高密 度 記録 に達

して い るだ ろ う。 垂 直磁 気 記 憶方 式 も商 業 ベ ー スにの って お り多 分 主 流 に な

って い るだ ろ う○

容量 的 には,5イ ンチ デ ィス クで1000MB以 上 に な ってお り,14イ ン

チ デ ィス クの必 要 性 が ほ とん どな くな って い るか も知 れ な い○ 容 量 が大 き く

な る とと もに,転 送 速 度 も速 くな り,100Mbyte/sを 越 える よ うな もの に

な ろ うo

光 デ ィス クも,書 き替 え可能 な タイ プが 定 着 して,OAば か りで な く家庭

用 ビデオ な どの 分 野 で も主 流 を 占めて い るだ ろ う。
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1.4入 力

・キ ー ボ ー ド

・ポ イ ンテ ィ ング ・デ バ イ ス

・音声 入 力

・画像 入 力

な どが あ るが 人 間 と直接 に 向 い合 う ものな ので,定 量 的な 進 歩 は 望め

ず 予 測は 困難

た だ,

5年 後2000単 語 の音 声 理 解 システ ム

10年 後 ほ ぼ 自由 な 音 声理 解 シ ステ ム

現 状200単 語

〈5年 後 〉

入 力 の方 法 も多 種 多 様 な ア プ ロー チ が存 在す るが,全 般 的 に言 って 人 間 の

側 に よ り近 づ いた マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェー スに な って い く○ しか し,試

行 錯 誤 に よ り改 良 され て い くた め他 の 要 素技 術 に比 べ て 進 歩 は ゆ るや か で あ

ろ う。

・キ ー ボー ドは,日 本 語 入 力の ため に 現在 のJISよ り格 段 に優 れ た キ

ー ボー ドに な ってい る○

・ポイ ン トデ バ イ スは ,指 す だ けで ポ イ ン ト可 能 な デ バ イ スが 普及 しよ

う。3次 元 空 間 で有 効 な デバ イ スの 可 能性 も。

・音 声 入力 は,2000単 語 程 度の 不 特 定話 者 の 明瞭 に発 音 した連続発音 を

認 識す る。
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・手書文字入力は,明 確 に書かれた手書 きの漢字をほ とん ど認識す る。

但 し,升 目な どに よ り字の大きさを規定 した場 合。

・画像入力 につ いては,ビ デオ入力は,家 庭 でも出来る ぐらいに普及す

る○それ よ り細かい,高 精細度の画像入力 もイメー ジ ・スキ ャナの固

体化が進み,個 人 レベルで も精細な画像入力がで きるよ うになる。例

えば,新 聞が入力で きるよ うになる。 カラー化 も部分的に可能になる。

<10年 後>

5年 後 よ りさ らに人間に とって 自然 と思われ る方式が使われ るようになろ

う。 キーボー ドなどはそれ ほ ど変化がないか も知れないが,(100年 以上の

歴史が有 る。)ポ イ ンティングデパィスな どは,な にも意識 させないで指 し示

す ことがで きるよ うな デバイスも出て こよ う。指で も視線 でも頭の動きで も

利用者の望む方向を認識 できるよ うなものである。

音声入力 に関 しては,人 間が特別 な注意を払わ な くて も認識 で きるよ うな

ほぼ 自由な音声理解 システ ムが実現 しているのではないだろ うか。 不特定話

者の連続発声でふつ うの話 し方な ら認識で きるとい うものであ る。

その他 に筋 肉電 流や 脳の反応を非侵襲で検出す ることによ り,人 間の思考

の読み取 りに一 歩 ちかづ いた形態の入力デバイ スも可能にな ってい るか も知

れ ない○

1.5出 力 技 術
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・プ リン タ ー

5年 後

現状

(640×480)画 素

が ブ ラ ウ ン管 よ リ安 価

白 黒520×240の 平 面 デ

ィス プ レイ が ブ ラウ ン管 の10倍 の価 格

72ド ッ ト/ミ リ

8ド ッ ト/ミ リ

(1)デ ィス プ レイ

〈5年 後 〉

デ ィス プ レイ は,現 在 のCRT全 盛 か ら液 晶,プ ラ ズマ,エ レク トロル

ミネセ ンスそ の 他 に よ る平 面 型 デ ィ スプ レイが 主 流 にな って い るだ ろ う。

・平 面型 デ ィ スプ レイは ,白 黒 で1000×1000画 素

カ ラー で640×480画 素

程度 の もの が 同等 の 性 能 のCRTよ り安 価 に な って い るだ ろ う。

・CRTは ,カ ラー2000×2000画 素 程 度 が個 人 用 と して も容 易 に 手

が 届 くよ うにな って い る だ ろ う。

平面 型 デ ィス プ レイ もCRTも 現 在 よ り人 間工 学 的 に洗 練 され,ち らつ

きに よ る眼 精 疲 労 や 肩凝 りな どは 軽 減 され よ うo発 熱や 種 々の ノイ ズ も低

減す る。

〈10年 後 〉

一 般 の デ ィス プ レイ は
,や は り平 面型 が主 流。 しか も,カ ラーで1000

×1000画 素 以上 の もの が 実 用 に な ろ う。 マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェー ス

を さらに 向上 させ る た め に,立 体 デ ィス プ レイの 実 用化 も十 分 考 えられ る。

(2)プ リ ンタ

〈5年 後 〉

プ リンタは,現 在 で も ピ ンか らキ リまで多 種 多 様 あ る が,PPCプ リン
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タが主 流 に な ってい るだ ろ う。

・高 精度 化 の 面 で は ,現 在 の レー ザ ー ・プ リンタな どが8mm/本 で あ

るか ら,72mm/本 程 度 にな るだ ろ うo

・速 度 の点 で は,PPCプ リンタ(レ ー ザ ー ,静 電,LED)の 場合,

数 百 万/分(数 万 行/分)に な るだ ろ う。

・写 真 なみ の カ ラー化(階 調 は256以 上) ,両 面 プ リン トの機 能 も 可

能 に な る。

低 価 格製 品で もPPCプ リ ンタが 主 流 に な り,速 度 は10か ら20枚/秒

で 中 間 調 が出 せ,図 形,画 像,テ キ ス トの 混 合 が可 能。 さ らに,画 像 スキ

ャナ ー,コ ピー マシ ン,フ ァクシ ミリの兼 用 型 が増 える。 個 人 用 に も適 用

され よ う。

イ ンクジ ェ ッ トプ リンタも,高 速 化(1000行/分 以 上),カ ラー化,中

間 調,高 精度 化,印 刷 の 安 定 化 が達 成 され る。

<10年 後>

10年 後 の状 況 も5年 後 のす がた が さ らに進 んだ もの とな り,携 帯 用 で

も高精 度,高 速,リ アル カ ラー な どが 実 現 され よ う。100mm/本 以 上 の精

度 も十分 実 現 しよ う○

1.6ソ フ ト ウ ェ ア 技 術

ス一

麦ノイ

ベ

年

夕

5

一デ●

・エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム

5年 後 数 万 ドル の 専 門 家 向 け 汎 用 エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム
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・千 ドル 以下 の 携帯 用 シス テ ム

・大 型 エ キ スパ ー トセン タ ー

(1)デ ー タベ ー ス

デ ー タベ ー スは,そ れ 自体 の構 築 が一 般 に大 変 な もの だが,い ろ い ろ な

場所 でつ く られ た デ ー タベー スを お 互 い に共 同で ア クセ スで き る よ うに,

・分 散 型 デー タベ ー ス ・マ シ ン又 は ,分 散 型 の デ ー タベ ー ス ・シ ステ

ムが 普 及 しよ う。 も ちろん 大 型 の デー タ ベー ス ・セ ンター とい った

もの は さ らに 巨大 化 をつ づ けて い こ う。 維 持 に要 す る費 用,労 働 力

な どは大 変 な もの で あ る。

・利 用 者 か らみ た場 合 ,問 い合 わ せ シ ステ ムは,デ ー タベ ー ス,知 識

ベ ー ス,エ キ スパ ー ト ・シ ス テ ムな どが入 り混 ざ った もの にな って

い き,は っ き りとした 区別 は な くな って い くだ ろ う。

(2)エ キスパー ト・システ ム

専門家の働きを代行す るエキ スパー ト・システ ムは,限 定 された機能の

もので もその実用化は80年 代後半になるだろ う。各分野の専門知識 と判

断推理機能を教 え込むのがひと苦 労である。 自動的な知識の獲得は しば ら

く望めない0

5年 後には,

・数万 ドルの専 門家 向け汎 用型のエキ スパー ト・システムが実現。

10年 後 には,

・両極分化 して1000ド ル以下の携帯用専 門家 システムも出現すれば,

文字 どお り知識の宝庫である大型エキ スパー トセ ンター とい った も

のができよ う。多 くの利用者が共 同で アクセスす るわけで ある。
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1.7シ ス テ ム 技 術,ア ー キ テ ク チ ャ

シ ステ ム 技 術,ア ーキ テ クチ ャ

・ア ー キ テ ク チ ャ

5年 後 分 散 処 理 が 一 段 と 進 み メ イ ン フ レ ー ム の 退 潮

10年 後 ス ー パ ー パ ー ソ ナ ル と ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ

が 主 流
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・ ロ ー カ ル ネ ッ ト

5年 後10MB/Sの ネ ッ ト,ノ ー ド 当 り50ド ル

10年 後100MB/S以 上 の 光 ネ ッ ト が 大 衆 化
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(1)ア ー キ テ クチ ャ

〈5年 後 〉

アー キ テ クチ ャの5年 後 は,一 般 の 商業 機 につ い てはVLSI化 が進 む

ととも に,

・標 準化 され た アー キ テ クチ ャ,マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ の多 用 が さ ら

に進 む。

・あ らゆ る意味 で 分 散 処 理が 進 行 し ,メ イ ンフ レー ムの 退潮 がは っき

り して くるo

・マ シ ンは,ス モ ー ル,ミ デ ィア ム,ラ ー ジの3階 層 ぐらい に分 か れ ,

現在 の パ ー ソナル コ ンピ ュー タ,オ フ ィス コ ンピ ュー ター な どが 属

す る ス モー ルが 大 多 数 を占 め る よ うに な る。

<10年 後>

10年 後 に は,殆 どの 処 理 を個 人 の 所 有す る スー パ ー パー ソナル コ ンピ

ュー タが行 な い,そ れ では 出 来 な い仕 事 を スーパ ー コ ンピ ュー タに任 せ る

よ うに な ろ う。 スー パ ー パー ソナル コ ン ピ ュー タは,互 い に ロー カル ・ネ

ッ トワー ク,グ ロー バ ル ・ネ ッ トワー クで 結 ばれ てお り,さ らに スー パ ー

コ ンピ ュー ター を ア クセ スで き る。

(2)通 信

〈5年 後〉

通信 は,グ ロー バ ル ・ネ ッ トワー トと ロー カル ・ネ ッ トワー クに 分 け ら

れ るが,前 者 は,我 国 では 電 電公 社 の 動 き でほ とん ど決 ま って し ま うo高

帯 域 デ ジ タル 網 の 整備,衛 星 通 信 網の 普 及 な どが 考 えられ るGロ ー カル ・

ネ ッ トワー クにつ い て は,

・高 速 ネ ッ トは,100Mb/S以 上 の 光 フ ァイバ ーが オ フ ィス に入 る

よ うに な る○'

・低 速 ネ ッ トは,100Mb/Sの 同軸 ケー ブル(又 は,低 価 格光 フ ァ
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イバ ー)を 用 いた ネ ッ トワー クが ノー ド当 り1万 円程 度 で一 般 に普

及 す る。 家 庭 内で も各 種機 器の 統一 的 な制御 の た め に簡 易型 ネ ッ ト

ワー クが 使わ れ 始 め る○

〈10年 後>

10年 後 には,各 種 の メ デ ィアを統 合 化 して 通信 で きる よ うな,マ ル チ

メデ ィア ・ネ ッ トワー クの 実 現が 予想 され る。 光 フ ァイ バ ー ・ネ ッ トワー

クに よ る高 速 大容 量 通信 と メデ ィア間の 互換 性 や 変換 が鍵 とな ろ う。

2.実 現 可能 な システム〈5年 後,10年 後 の要 素 技術 か ら予 想 す る。〉

(i)

(2)

(ろ)

(4)

=シ ス テ ム か ら の 見 方=

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ 一 夕

ス ー パ ー コ ン ピ ュ 一 夕

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス

が どうな るか;

先 に 予 測 し た 要 素 技 術 の5年 後,10年 後 を も と に,各 々 実 現 可 能 な シ ス テ

ム を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー,ネ ッ ト ワ ー ク,マ ン

マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス に つ い て 検 討 し て み よ う。

2.1パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

・1MIPS52BIT

プ ロ セ ッサ
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・1MB〆 モ リー

00MBデ ィス ク

・1000×1000平 面デ ィスプ レイ(白 黒)

・10MB/Sロ ーカル ネ ッ ト

が 少な くと も卓上 型,あ るいは ポ ー タブル

$5000以 下(百 万 円)

予 測 は 難 しい

ただ5年 後 の もの が完 全 に 大 衆 消 費品 にな って

い る。

〈5年 後>

5年 後 の パ ソコ ンは,ス ーパ ー パ ー ソナ ル コ ンビ=一 夕とな ってお り現

在 の ものか らか な りか け離 れ た 姿 を して い るだ ろ う。 そ の性 能 は,

・プ ロセ ッサ は32b輌tで,速 度 は3MIPSO他 に デ ィス プ レイ,1

/0,数 値 計 算 等 を専 用 の プ ロセ ッサで 分散 処理 。

・主 記憶 は,1MB以 上。

・二 次 記憶 は,100MB以 上 で,仮 想 記憶 ア ドレスは1000MB以 上 。

・デ ィス プ レイは,1000×1000の 平面 型 デ ィス プ レイ(白 黒)。

・ロー カル ・ネ ッ トワー クは,10MB/S以 上 。 ノー ドを 内蔵 して い

るo

の程 度 で,こ れ を基 本 ソ フ トウ ェア(イ ンチ プ レー テ ッ ド ・エ ンハ イ ロ メ

ソ ト)が 付 属 して い る。 形 は,卓 上型 か ポ ータブル型で,価 格 は100万 円

或 いは$5000以 下 。 この マ シ ンの 使い勝 手は,一 般 ユ ーザ ー が ほ とん ど

戸 惑 いを 覚 えな くて 操 作 が で き る位 の もの とな るだ ろ うρ

〈10年 後>

10年 後 の姿 の 予 測 は 容 易で は ないが,5年 後 には まだ専 門家 の もので

あ った スー パ ー パ ー ソナル コ ンピ ュー タが 一 般 の人 々の 手 に渡 って い る。

現 在 の電 卓 なみ の普 及 を して い る こ と も考 え られ よ う。
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・プ ロ セ ッ サ

・ス ピ ー ド

・メ モ リ ー

・仮 想 記 憶

・デ ィ ス プ レ イ

・イ ン プ ッ ト

・ ロ ー カ ル ネ ッ ト

・開 発 期 間 ,費 用

・価 格

52BlT

lMlPS

O.5～1MB

1000MB

ビ ッ トマ ッ プ

タ ブ レ ッ ト

キ ー ボ ー ド

ト ー ク ン ・ リ ン グ

5年,$2000万

$6000

参 考 まで に,IBMと カー ネ ギ ー メ ロ ン大 が 共 同で 開発 しよ うと して い る

パ ー ソナ ル ・ワー クス テー シ ョンは,1985年 か ら1986年 が 目標 でそ

の 性 能 は,以 下 の通 りo

・プ ロセ ッサ は32bit演 算 で,速 度 はo .5か ら1MIPs。

これ は現 在 の 中 型 機(メ イ ンフ レー ム)の 性 能 で数 年 前 な ら大 型機

に相 当 した。 そ れ が 個人 の もの に な るわ けで あ る○

・主 記 憶 は0 .5か ら1MBO仮 想 記憶 は1000MB。

これ も数年 前 の 大 型機 に 当 る。 但 し,二 次記 憶 は標 準 で は 持 た な い

で ロー カル ・ネ ッ トワー クを介 して フ ァイル ・サ ー バー に ア クセ ス

す る。

・デ ィス プ レイは,高 解 像 度 ビ ッ トマ ップ。

マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェー スの 向上 の ため には じめ て スー パ ー パ

ー ソナル コ ン ピ ュー タで導 入 され た デ ィスプ レイo画 面 上 の各 面 素
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の 操 作 を 高速 に行 な えるの で文 字,図 形 を 問 わず 自由 な画像 を表 示

す る こ とが 可能 。 メイ ンフ レー ムで さ え持 って い ないo

・入 力 は ,グ ラ フ ィ ック ・タ ブ レ ッ ト,キ ー ボー ド。

グラ フ ィ ック ・タ ブ レ ッ トは ビ ッ トマ ップ ・デ ィス プ レイ と と もに

用 い て,位 置 を示 す こ とに よ りマ シ ンと対 話 を行 な うoキ ー ボー ド

は一 般 の文 字,数 字 の入 力 用。

・通 信 は ,高 速 ロー カル ・ネ ッ トワー ク(IBMの トー ク ン ・ リング

方 式 か?)。 フ ァイル は,ロ ー カル ・ネ ッ トワー クを通 して フ ァイ

ル ・サ ーバ ー を 共有 す る。 高 速 の ロー カル ・ネ ッ トワー クに スー パ

ー パ ー ソナル コ ンピ ュー タを数 千 台 ぶ ら下げ る こ とに よ りパ ソ コ ン

間 で 自由で 大 量 の通 信 が で き る。 又,大 型 計 算機(ス ー パ ー コ ンピ

ュー タ),巨 大 デ ー タベ ー ス,知 識 ベ ー スな どをパ ソコ ンの 使用 者

が 居 なが らに して 利用 す る こ とが 出来 る よ うに な る。

・オ プ シ ョ ンと して ロー カル の デ ィ ス ク,カ ラー デ ィス プ レイ。

・価 格 は,そ の時 点 で$6000(120か ら150万 円)。

現 在 な ら100万 円未 満 の感 じな の で,こ の 性 能 な ら非常 に安 い とい

えよ う。 カー ネギ ー メ ロ ンで は,こ れ を最 終 的 に(90年 代 初 頭)

7500台 キ ャ ンパ スにば らま く予定 で あ る。

2.2ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ

5年 後

10年 後

平 均速 度

100M

FLOPS

OOOM

OOOOM

記憶容量

10MB

400MB

OOOMB
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例 え ば,気 象予 報

・地球 上 の グ リッ ドを半 分 に して 精度 を 高 め る と負 荷 は16

倍 に な る。CRAY-1で も翌 日の 予 報 が24時 間 で で き

な い 。

そ の 他,

・粒 子 シ ミュ レーシ ョン1週 間で1回

・画 像処 理1日 で2シ ー ン

スーパー コンピュー タは,い つの時代で も一般 の計算機 では不可能な仕事

をや るた めに構築 され利用 されて きた。常にい くらで も巨大 な計算があ るこ

と,各 種の要素技術の発達が著 しい ことを考 え合わせ てみ る と,こ の傾向は

しば ら く変わ りな く続 くだろ う。つ ま り,ス ーパー コ ンピュー タの存 在価値

は強 まることさえあれ,な くならないだろ う。

〈現状 〉

現状 では計算速度 が平均で100MFLOPS(1秒 間 に1億 回の浮動小数

点計算 を行 う),主 記憶容量が10Mbyte(文 字 に して1千 万文字 を記憶

できる)と い うのが いわゆ る数値計算用の スーパー コンピュー タの性能の

水準であ る。分類 としては,20MFLOPS以 上の性能を持つ マシ ンをス

ーパー コンピュー タと呼ぶ ことが多い
。米国 クレイ社,CDC社 が製品を

出 してお り,富 士通,日 立 も発表 している○

〈5年 後>

5年 後 には,現 在の延長線上の技術 を用いても平均速度が1000MFLO

PS,主 記憶容量が100Mbyteと な っていよ う。つ ま り10倍 の性能 向上

であ る。構 成素子は,ガ リウムひ素や高移動度 デバイスが用 い られてお り,

実装や 冷却 に非常 に気 が配 られているだろ う。 計算機 の大 き さも現在よ り

小型にな ってい よう。
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〈10年 後 〉

ジ ョセ ブ ソ ン型 の デバ イ スが 充 分 実 用 に な ってお り,並 列処 理 の アー キ

テ クチ ャが 商用 機iに根 づ い てい るだ ろ う。 平 均 速度 は,10000MFLOPS,

主記 憶 容 量1000Mbyteと 現状 の100倍,5年 後の10倍 の 性 能 に なってい

よ う。

この性 能 の 向 上が どれ く らい実 際 の応 用 に影 響 を与 えるか を 考 えてみ よ うo

天 気 予報 に計 算 機 を使 う場 合,気 象現 象 の 方程 式 は,南 北 お よび 東 西 の位 置

高 さ,時 間 ス テ ップの4次 元 にな る。 例 えば,400km×400kmの グ リ ッ ドで

北半 球 の24時 間予 報 を行 うた め に は,1000億 回の 計 算 が必 要 。 これ を現 在

の スー パー コ ン ピュー タで行 な うと,1秒 間 に1億 回 の 速 度だ か ら1000秒

かか る こ とに な る。 約20分 で あ る。 さらに精 密 な 予報 を行 うた め に200km

グ リ ッ ドにす る と4次 元 だか ら16倍(2の4乗)の 時 間 が か か る。 これ は,

300分 く らい。5時 間 もか か って し ま う。 現 実 に常 に1秒 間 に1億 回 の 速 さ

で 計 算が で き るわ け で は な い の で,24時 間 予報 が24時 間 で は不 可 能 とい っ

た こ とに な る。 グ リ ッ ドを100kmに した りす る と も う絶 望 的 とな る。

これ を仮 に5年 後(性 能10倍)の 機械 で 計 算す る と,200kmP,'リ ッ ドで30

分 とな る。10年 後(性 能100倍)で や る と3分 で 出来 る。

この他 に も航 空機 な どの三 次 元 モ デ リングを実 用 に な る時 間 で行 な うに は

1000MFLOPS(5年 後)必 要 。核 融 合 の プ ラズ マ ・シ ミュ レー シ ョンは,

現 在で は5日 間 か か り,人 工 衛 星 か らの 画像 処理 で は,1日 にた った の2シ

ー ン しか 処理 で きな い。 こ の よ うに スー パ ー コ ンピ ュー タの発 達 に よ り恩 恵

を 得 る分 野は 多 い。

2.ろ ネ ッ ト ワ ー ク

不 ツ ワ ー ク

・ グ ロ ー バ ル ・ ネ ッ ト
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広 帯 域 デ ジ タル 網

衛星 通 信 網 の一 般 化

10年 後 マル チ メデ ィア ・ネッ ト,光 フ ァイ バ ー化

現 状 公 衆通 信 網,部 分的VAN

－つ の ビル デ ィ ング内 の デー タ通 信 を司 る ロー カル ネ ッ トワー ク ・シ ステ

ムにつ い ては,我 国 で は,や っ と実際 に使 われ 始 め よ う と して い る段 階で あ

る。 グ ローバ ル ・ネ ッ トワー クにつ いて は,電 電 公 社 の サー ビスす る従 来 か

らの公 衆 回線 網や 特 定 回線,新 しいDDX網 や パ ケ ッ ト網 に よ る デ ジ タル ・

サ ー ビスな どを用 い て いわ ゆ る デー タ通信 が 行 なわ れ て い る。 た だ,異 な る

組 織 間 の通 信,付 加 価 値 通 信 サ ー ビス等 が制 限 され て い るの で,グ ロー バ ル

ネ ッ トワー クの 有 効性 を充 分 には 活用 して いな い。

〈5年 後 〉

今 か ら5年 後 に は,ロ ー カル ・ネ ッ トワー クは,OAの 進 展 と とも に企

業 に 根づ いて い るだ ろ うo構 造 に つ いて はイ ー サ ー ネ ッ トの よ うなバ スに

な るか,IBMの 推 して い る よ うな リングにな るか,あ るい は電 子 交 換機

を用 い たPBXが 主 流 に な るか は よ くわか らない。10Mbit/S程 度 の 速

度 の シ ステ ムは,非 常 に低 価 格 にな って お り,オ フ ィ スで ノー ドを増 設す

るの も大 変 容易 に な って い よ う。 多量 の情 報 が 高速 で往 き来 す る よ うな オ

フ ィス,例 えば 大 企 業 の 本社 ビルで は高 速の100Mbit/S以 上の たぶ ん

光 フ ァイ バ ー を用 い た ネ ッ トワー クがは りめ ぐら され て い るだ ろ う。

グ ロー バ ル ネ ッ トワー クで は,広 帯域(16Kbitか ら64Kbit/S)の

デ ジ タル 網 の 普及 。 デー タを 高速 に,し か も信 頼性 が 高 くたぶ ん 安 く送 れ

るよ うに な る。 た だ 全 国 にあ ま ね く普及す るの は(社 会 資本 の 問 題)だ い

ぶ 先の こ とだ ろ う。 衛 星 通 信網 の実 用化 がは じま って い よ う。 つ ま り各企

業 が通 信 の 手段 と して,パ ラボ ラ ・ア ンテ ナ を屋上 に 設置 す る な どして衛

星 通信 網 の利 用 を始 め て い る。

〈10年 後 〉
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10年 後 に は,ロ ー カル ・ネ ッ トワー ク,グ ローバ ル ・ネ ッ トワー クに

か かわ らず 各 種 の メ デ ィアを 統合 化 して扱 える こ とにな って い よ う。 つ ま

り,文 書,デ ー タ,音 声,映 像 な どを ま とめ て扱 うこ とが で きる よ うに な

る。 ネ ッ トワー クで 結 ば れ た2つ の地 点 が 実 質 的 に距 離 が な くな り相手 が

目の前 にい る状 態 に近 づ い たわ けで あ る(嗅 覚,触 覚,実 在感 な どを 別 に

して)oま た,ロ ー カル ・ネ ッ トワー ク,グ ロー バ ル ・ネ ッ トワー ク,そ

して衛 星 通信 網 が よ り有 機 的 に結 合 され てい るだ ろ うoあ る ロー カル ・ネ

ッ トワー クの ノー ドか ら,遠 く離 れ た 別の ロー カル ・ネ ッ トワー クの あ る

ノー ドへ の通 信が そ の間 の 各 種 の ネ ッ トワー クの 存在 を感 じさせ ず にご く

自然 に行 な える よ うにな って い るか も しれ な い。

2.4マ ン マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス

市井の人間が家電製品を扱 う位の容易

な操作性の確立(控 え 目)

現 在 の 人 間 と計 算 機 との イ ンター フ ェー スは か な りぎ こ ちな い もの で,も

っとも配慮 して あ る パー ソナ ル コ ン ピュー タで さ えも プ アー で あ る。 今 の 計

算 機 を入 力 や 出 力機 器 の 個 々に で な くシ ステ ム全体 と して眺 め た とき,人 間

との対 話 な ど と表 現 す るの は,ま だ まだ お こが ま しい。 人 間 が 気 を配 って,

計 算機 に あわせ て き め られ た とお りの コ ミュ ニケー シ ョ ンをか わ さねば な ら

一36一



一 ー 一
ない。人間は,た いへ ん 自由度の大 きい適応度の高い存在だか らあま り問題

にはな っていな いが,ス トレスがた まる一因であ るの もた しかであるo又,

このよ うな状態では,は じめか ら拒絶 してしま う人が これか らも絶 えないだ

ろ う。主従がマ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェースに関 しては逆転 していて人 間が

マシンに仕 えて いるよ うな もので あろ う。

〈5年 後〉

使い易いキーボー ド,実 用の域 に入 った音声入力,高 解像度 デ ィスプレ

イ,そ して人 間の特性を良 く考 えた ソフ トウェアによ り,少 な くとも個人

の使 うマシ ンについては今 よりず っとよ くなっているだ ろ う。た とえてい

えば,ふ つの人が家電製品を扱 うくらいの容易 さとい うのが ご く当 りま え

になろ う。

〈10年 後〉

各種の入出力機器お よび高度 に洗練 された ソフ トウェアがば らば らでな

く有機的に働 くよ うにな ってお り,人 間に相手が機械で あるこ とを特に意

識 させ ない程度の 自然 さを持つ よ うに至るだろ う。つ ま り,あ るてい どの

常識 をもっていて少 々いいかげん なことをも許す よ うになる。
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5.未 来 の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の イ メー ジ

=未 来 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の イ メ ー ジ=

σ ○ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

◎ ス ー パ ー コ ン ピ ュ 一 夕

ノ
○ 個 人 の コン ピ ュー タで 可 能 な こ と

パ ー ソナル コン ピ ュ ータで 行 な う。

◎ 個 人 の コンピ ュ ータで 不可 能 な こ と

・巨大計 算,高 速計 算(多 次 元偏 微分 方 程式)

な どニ ーズは 少な いが 必 ず あ るも の 。

・これ は 多人 数で ス ーパ ー コン ピ ュ ー タを

共 用す る。

・高 度 な マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ ー ス シ ス テ ム

人間芙
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(1)高 度 な分散 処理 シ ステ ム ・アー キテ クチ ャ

スー パー パー ソナル コ ンピ ュー タ同士 が ロー カル ・ネ ッ トワー クで 結 合

され てお り,さ らに ロー カル ・ネ ッ トワー ク同士 が グ ロー バ ル ・ネ ッ トワ

ー クで 結 ばれ て い るoグ ローバ ル ・ネ ッ トワー クの1ノ ー ドに は ,ス ー パ

ー コ ン ピュー ター もつ なが って いる ので,ど この スー パー パ ー ソナル コ ン

ピ ュー タか らで も使 うこ とが で きる。

も ちろん,個 人 の コ ンピ ュー ターで 可 能 な こ とは各 々の スー パー パ ー ソ

ナ ル コ ンピュー タで 行 な うが,出 来 な い こ とや 時 間が あ ま りに も掛 か りす

ぎ る こ とは スー パ ー コ ンピ ュー ター を多人 数 で 共用 す る こ とに な る。 これ

は,た とえば 多 次 元偏 微 分 方 程 式 の よ うに ニー ズは 少 な い が必 ず 必 要 な 巨

大 計 算,高 速 計 算 が 当 ろ う。

(2)高 度 な マ ンマ シ ン ・イ ンター フ ェー ス ・シ ステ ム

人 間 と マ シ ンがお 互 い にそ の能 力を お ぎな い なが ら問題 を 解 いて い くシ

ス テ ム。 現在 の よ うに人 間 が あ る意 味 では 計 算機 に 仕 えて い るの とは全 く

異 な る。
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4.各 技術 の 発達 がOAな どに与 え る影響

=OAへ の 影 響=

(1)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

(2)ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ

(5)デ ー タ ベ ー ス

(4)エ キ ス パ ー トシ ス テ ム

の そ れ ぞ れ の 技 術 が

・能 力 が 向 上

・ コ ス トの 低 下

・小 型 化,携 帯 化

す る と ど う な る か 。

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ,デ ー タベ ー ス,エ キ ス パ ー

トシ ス テ ム の 技 術 の 発 達 がOAな ど に あ た え る 影 響 に つ い て 考 察 す る ○

4.1パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 場 合

・パ ー ソナル コン ピ ュ ー タの能 力 が上 が る と ど うな るか 。 コス トが 下

が る とど うな るか 。小 型 化,携 帯 化 す る と ど うな るか 。

能 力 向上(ス ーパ ーパ ー ソナ ル 化)

・高速,大 量 の 処 理,検 索

・使 い 易 さ,対 話 性 の 向上

・きめ 細か い,行 き届 いた 処 理 に よ るオ7イ ス へ の い っそ うの

浸 透
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コス ト低 下

・家 庭の 必 需 品化

・オ フ ィス で一 人1台 の 達成,ネ ッ ト化

小 型化,携 帯 化

・営 業 マ ン必 需 品

・紙 と鉛 筆 の 代わ り,思 考 の 助け

・能 力が 向上。

・コ ス トの 低 下○

・小型 化,携 帯化 。

・能 力 の 向上 に よ り,つ ま りスー パ ー パー ソナ ル コ ンピ ュー タに な る こ とに

よ り

・高 速 で 大 量 の 計算 処 理,情 報 検 索 が 可能 にな るo

・使 い易 さが 向上 し,あ た か も対 話 を して い る ぐらいの操 作 性 が得 ら

れ る。

・きめ こ まか い ,行 き届 い た処 理 を 行 な える。

これ らに よ り,オ フ ィスに よ り一 層 ひ ろ ま って い くだ ろ う。

・コ ス トの低 下 に よ って

・各 家 庭 に1台 あ る とい う く らい 普及 す るo

・オ フ ィスにお いて は ,一 人 につ き1台 が達成 され る。 も ち ろん,各

マ シ ンは,ロ ー カル ・ネ ッ トワー クで結 ば れ て い る。

・小 型 化 ,携 帯 化 す るこ とに よ り

・外 勤 の営 業 マ ンな どが 自分 の 仕事 の た めの必 需 品 とす る。

・永 く続 い て きた紙 と筆 記 用 具 のか わ りをす る。 考 える た めの道 具 に

な るo
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.4.2ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ ー の 場 合

・ス ーパ ー コン ピ ュ ータ の能 力が上 が る とど うな るか 。 コス トが 下 が

る と ど うな るか 。

能 力 向上

・各種 超大 型計 算

気 象 予 測

水 力学

航 空機 設 計,宇 宙 計 画

医学分 野

核 計 算

軍 事 な ど

コス ト低 下

・CAD(設 計援 助)の 大 幅 効 率 向上

・グラ フ ィクス

・理 論 計算

・能力向上。

・コス トの低 下o

・能力が向上す るとさらに大 きな計算が可能 になる
。

・気象 予測

・大型建築物設計,水 力学。

・航空機 開発分野,宇 宙開発関係分野

・医学分野(体 内の動 く様子を再構成す る)

・核融 合

・素粒子物理

・軍事分野(核 兵器開発,防 御)
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・コス トが 低 下す る と よ り広 く各方 面 に用 い られ る。

・CAD(コ ンピ ュー ター に よ る設 計援 助)の 大 幅 な能 率 向上。

・コ ン ピ ュー ター ・グ ラ.フィ ック ス,ア ニメー シ ョ ン

・各種 理 論 計 算 へ の応 用

・音響,画 像 な ど実時 間信 号 の認 識

4.ろ デ ー タ ベ ー ス の 場 合

・デ ー タベ ース の能 力が 向上 す る とど うな るか 。

コス トが 下 が る と ど うな るか 。

小 型化,携 帯 化 す ると ど うな るか。

能 力向 上

・ほ とん どの事 柄 の 問 い合 おせ にす ぐ答 え られ る。

・個 人 が 各 々の 情報 を持 つ必 要 が減 り,実 質 的 な仕 事 に専 念 で

き る可 能 性o

コス ト低 下

・個人 ,小 集 団で専 用 のデ ータベ ース を構 築 。

小 型,携 帯 化

・家 庭 に各 種デ ー タベ ースが入 る。

・携 帯 用辞 書 ,知 識 な どによ り,ど こに いて も情 報 をア ク セス

で き る。

・能力の向上。

・コス トの低 下

・小型化,携 帯化

・能力が向上す ると

・利用者が聞 きたい と思 っているほ とん どの事柄 にす ぐ答 えられ るよ

うになる。
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・個人が各 々の情報を個別に持つ必要が減 り,探 し出す手間 も減少す

るので,

実質的な仕事 に専念で きる可能性が生 まれ る。

・コス トが低下す る と

・個人,小 集団で専用 のデータベースを構築で きる。

・だれで もがデータベー スを簡単 に利用出来 る。

・小型化,携 帯化 され るよ うになると

・各家庭 に各種 デー タベー スがはいるようになる。 ちょうど百科事典

の ように

・携帯用辞書,知 識な どによ って,ど こにいて も情報を アクセス出き

るよ うに

なる。

4・4エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム の 場 合

・エ キ スパ ー トシ ステ ム の 能 力が 上 が る と ど うな るか ○ コス トが下 が

ると ど うな るか 。小 型 化,携 帯 化 す る とど うな るか 。

能 力 向上

・各種 専 門 分 野へ の実 用

・高 度技 術 分 野

・複雑 な シス テ ムの 管 理

・ソ フ トウ ェア 生 産 や保 守

・軍事 ,防 衛 分 野

コス ト低下

・家 庭の コンサ ル タン ト

・各種 の 設 計

・OA

－44一



・ イ ン テ リ ジ ェ ン トCAl

小 型 化,携 帯 化

・ ポ ー タ ブ ル コ ン サ ル タ ン ト

・知 識 エ イ ド

・能 力 の 向上

・コス トの 低 下

・小 型化 ,携 帯化

・能 力 が 向上す る と ,

・各種 専 門 分 野 に実 用 化 され る。

・高 度 な技術 分野 に も適 用 が 可能 にな るo

・原 子 力 ,化 学 な ど複 雑 な シ ステ ムの管 理。

・ソフ トウ ェ アの生 産 ,保 守 に用 い られ るよ うに な る。

・軍事 ,防 衛 分 野 にお け る応 用 。

・コス トが低 下 す る と,

・家庭 の コ ンサ ル タ ン トo

・各種 の 設 計。

・OA分 野へ の 浸透 。 賢 い電 子 秘 書 等。

・知的 なCAI(教 育 の補 助)。

・小 型 化 ,携 帯 化す る と

・ポー タ ブル ・コ ンサル タ ン トを持 ち歩 け る よ うに な る。

・知 識 エ イ ドを常 に 身 に付 けて い られ るよ うにな るo

な お,デ ー タベー ス ・シス テム と知 識 ベー ス ・シ ステ ムの 違 い は,利 用 者

側 か ら見 た場 合 だ ん だ ん薄 れ て行 くだ ろ う。 つ ま り,聞 い た こ とは 何 で も答

えて くれ るよ うに な る。 主 に計 算 機 の パ ワー と知 識の 構 成 法 が 問 題 に な って

い るが5年 後 は まだ し も10年 後 に は解 決 され て い よ う。
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・アー キ テ クチ ャーの 変遷 予 測
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皿.OAの 社 会 的 影 響

一 そ の 考 え 方





皿.OAの 社 会 的影 響 一そ の考 え方 一

1.OAの 影 響 に 関 す る調査 に つ い て一 一 つの 視 点

東 京 大 学 経 済 学 部 教 授

竹 内 啓

OAの 社会 的影響については,い くつかの レベルに分 けて考 える必要が ある。

最 も直接的な段階では,現 行の仕事のや り方,企 業の組 織,機 構,企 業 間で

の制度や慣習は変 らない ものと して,OA導 入の直接的影響を考 えることがで

きる。

しか しOAの 導 入は,仕 事や組織,制 度 をも変えざるを得ないことになるで あ

ろ うし,ま たそれが企 業間の慣行を も変 えることになるであろ うし,雇 用や人

間管理の あ り方 をも変 える ことになるで あろ う。

更に進んでは,経 済全体 として,産 業構造や雇用構造,或 いは地域的な経済

構造 にも変化が生ず るであろ う。 それ に応 じて社会制度の面 でも,い くつかの

変化が さけ られ ないことになるであろ う。

社会的 ないろいろな面での変化 とともに,個 人生活にもいろいろな形での影

響が 現われ,そ れが人 々の生活慣習や価値観の変化を もた らす ことに なる。

最後に,こ のよ うな変化の結果 として,政 治制度や,支 配的な社会思想 をふ

くむ社会体制そのものが何 らかの変革を迫 られることになるか もしれ ない。

以上 の5つ の レベルを,1.直 接的影響,2.組 織への影響,3.経 済構造への影

響,4.社 会への影響,5.体 制へ の影響 と呼 ぶことにしよう。 これ らの区分 は必

ず しも厳密 なものではないが,こ の よ うな区別を認識す ること,そ うして大 き

な技 術変化 はしだいによ り高い レベルに及ば ざるを得ないことを理解す る こと

が大切 である。 近代の産業革 命はまさに社 会体制全体の大変革を もた らした。

今後の情報技術の革命が近代の産業革 命に も匹敵す る大 革命にな らない とはい
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えない。

しか し当面 の問題 として,社 会体制の変革まで を考慮 し,予 測す ることは不

可能である。 しか し逆 に直接的影響のみを考 えて,単 にOA化 のための投資額,

OA機 器に対す る需要,或 いはOA化 にともな う雇用量の変化,或 いは労働時

間の増減 とい うよ うな レベルでのみ問題 を考 えていたのでは,そ のイ ンパ ク ト

を正 しく評 価できない と思われ る。勿論 この ような問題 を研究,分 析す ること

は重要 であろ うが,し か し現在の企業組織や経済構造 をそのまま前提 として,

単にOA化 の量的影響のみ を捉 えよ うとして も,正 しい予測は不可能であろ う。

少 くとも上記の第3の レベル,す なわ ち経済構造 の変化 までは考慮に入れ なけ

れぼな らないと思われ るo

よ り具体的にい えば,次 のよ うな点を問題 にしなければ な らない。 まず企業

組織,制 度の問題 としては,現 在 ほとん どの企業で採 用 され てい る経営組織,

す なわ ち部 一課一掛 とい うような ヒエ ラルキーの構 造が どのよ うに変るか とい

うことであ る。経営 組織 とい うものは本来一つの情報処理機構 にほかな らない

ので あるか ら,情 報機能 の全面的機械化は 当然それ に対応す る人 間の組織構造

の変化を もた らすはずである。会計処理の全 面的 な機械化だけに して も,経 理

部の組織やその業務 内容に根本的 な変化を生ず るはずで あ って,こ れ まで と同

じ人 々が 同 じ業務を,た だ機械 の助けを借 りて行 うことには とどまらないはず

であ る。 また,も しそれ にとどま るな らば,OAの 名には値 しないであろ う。

経済組織 の変化に ともなって,雇 用形態,人 事管理,昇 進,賃 金な どの制度

も変 らざるを得な くなる。 年功序列制,或 いは中間管理職 のあ り方な ども変化

す るで あろ う。それは経営者 一 中間管理者 一 一般従業 員 一 臨時雇用者な

い し外部従業者の間の関係に大 きな変 化をもた らすで あろ う。特に情報の集 中

管理 の進展 と,高 度の情報技術者の発生は一般中間管理 層の没落をもた らす も

の と思われ る。

しか し経営組織 の変化は,企 業 の経営戦略,働 く人々の意識,或 いは労資関

係な どによ って決定 され るものであ って,単 に技術的可能性 だけによって自動
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的に進行す るものではない。 このよ うな企業内部 におけ る制度的要因,或 いは

広い意味の人間関係を考慮せず に,た だOAの 技術的可能性だけか ら,在 宅勤

務,フ レックスタイ ム,或 いは請 負的雇用形態 な どの実現 について論 じて も意

味がない。か りにアメ リカの一部や,或 いは 日本で も情報技術者の一部 にはそ

の よ うな形の仕事の形が見 られ るとして も,そ れはそれ らの業界の社会的特殊

性によるものであ って,そ れ が直 ちに全面的に普及す る可能性は存在 しない。

この点でわが国における 「日本的経営の特殊性」 と呼ばれ るものに注意 す る

必要が ある。協調性 と全 員の参加を建前 とす る経営理念は,OA化 において も

十 分生か されるで あろ うし,ま たそれでなければOA化 も成功 しないで あろ う。

しか しその ことはOA化 の結果生まれ る企業のあ り方を大 き く左右す るもの と

思われ る。 このよ うなOA化 の 「日本的な進め方」は,技 術的合理性のみ の観

点か らす ると不合理 なもの と思われ る面を含んで いるかも しれない。 しか しそ

れ を簡 単に不効率,「 後れ」ときめつけ ることはで きない とい うことは,今 では

常識であろ う。

また もう一つ注意すべき事は,企 業においても仕事を進 める上での 「建前 」

と 「実際」の違いで ある。意志決定の最終機関が取締役会であるとしても,そ の

席上は単な るセ レモニーの場で あるのが普通で ある。(こ のよ うなことは特 に

わが国だけに限 った こ とではない し,「 建前」 と 「実際」の二 重性 は,人 間の

組織のあ り方 として,一 概 に不合理 とは言 えない。)そ うす ると 「建前」の場

を 「電子会議」ふ うにOA化 す ることは可能で あ って も,複 雑 な人間的折衝 を

ふ くむ 「実際」の意志決定の過程をOA化 す ることは不可能である。従 って,

一見 「不効率」 「不合理」な制度や慣習を残す ことが必要 にな るかも しれない
。

ロボ ッ トが完全 に人間に とって代 って 「無人工場」な らぬ 「無人企業」がで き

るな らば と もか く(し か し,そ うす るとその よ うな 「無人企業」は ロボ ッ ト

株主のために利益 を上 げることを 目的 とす ることに なるのだろ うか),経 営 体が

人間の組織で ある限 り,そ れは人間関係の場であ って,企 業にお いてはつ ねに

収益性の論理が支配す るに して も,人 々の意識や意欲が大 きな影響力 を持 つ こ
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とは当然であるo

私 は今年度のこの調査研究 プ ロジェク トにおいて,各 企業がOA化 に対応 し

て,ど の ような組織,機 構の変化を考慮 しているか。またそれ をどのよ うな形

で計画 し,ま たそれにつ いて人 々の合 意を得 るためにどのよ うな手続きを考 え

てい るのか を調べ てみたい と思 うo勿 論 この ような点について具体的な計画を

持 って いる企業は,ま だあま り多 くない と思われ るので,統 計的調査 よ りも先

進的な事例について具体的に調査す ることが必要 であろ うoそ うして,と くに

製造業 よ りも第3次 産業部門,と くに商業,金 融な どの部門における企業の中

か ら先進的なものを選んで調査 したい。

もう一つの問題はOAの 経済構 造への影響である。 ここでい くつかの側面を

考 える必要がある。第一はOAに ともな う機械その他に対す る需要 と,更 にそ

れか ら生ず る産業連関的間接需要をふ くめた需要構造の変化で ある。 この際,

企業の長期的なOA化 戦略 にと もな う長期的 な需要 の変化を追 求す る必要が あ

る。

第二は,OA化 に ともな う雇用構造の変化 である。 その際単に雇用の量の変

化 だけでな く質的構成 も重要な意味 を持つ。 またパ ー トタイマ ーや 中高年者の

雇用 が どの ように変化す るか も重要 である。 これ について も,第3次 産業,と

くに商業,金 融,サ ー ビス業等 における雇用の変化に注 目すべ きである・ この

点で は統計的調査を行 うことも考 え られ る。

第三は,OA化 にともな う特 に第3次 産業部門での営業形態や経営形態の変

化で ある。第3次 産業部門,と くに卸売業,小 売業,金 融業,保 険業,不 動産

取引業,お よびサービス業の中のいくつかの部門,或 いは通信業な どはすべて本質

的には情報関連産業 と考 えられ る。従 って情報革 命は,こ れ らの産業部 門の構

造 に大 きな影響を与 えるで あろ う。 一例 を上げれば,銀 行にお ける普通(総 合)

預金および 当座預金 口座の オ ンライ ン化は,銀 行業務のあ り方に大 きな変化 を

生ぜ しめるであろ う。この よ うな問題に対 して銀行業界が将来に対 して どのよ
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うな予測 を行 い,ま たそれに どのよ うに対処 しよ うとしてい るか をア ンケー ト

な どによって調査 してみ たい。

も う一 つの興味 ある問題は,公 務 をふ くむ公共的サー ビスにおけ るOAの 影

響である。 例 えば医療におけるOA化 が,地 域の医療サ ー ビス体制,或 いは病

院の管理体制 に どの よ うな変化,或 いはサー ビスの改善 をもた らし得るかを考

えてみ ること,或 いは この点 につ いて専門家の意見をたずねてみ る ことも興味

あ ることで ある と思われ る。それは社会の高齢化の進展 に ともな う医療需要の

増大,医 療費 負担の増大に対応す るための重要な方策となるべ きであると思わ

れ るか らで ある。 教育におけるOA機 器の普及 について も,そ れが学級編成や

教 師団の構成に まで どのよ うな影響を及ぼすかを考 える必要が ある。

ただ し,医 療,教 育,或 いは社会 保障の面でのOA化 については,そ の導入

が実質的な サー ビスの低 下,非 人間化 をもた らす ことがない よう慎重 に検討す

ることが必要であ って,単 な る技 術的可能性の追 求や経費 や人 員の 削減 とい う

観点 か らのみ問題 を考 えることが危険であることは言 うまで もない。
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2.OAの 社 会 的影 響 一 マ クロ経 済 的視 点 か らの ア プ ロ ーチ

早稲田大学政治経済学部教授

金 子 敬 生

オフィス ・オー トメー シ ョン(以 下,OAと 略称す る)と は,オ フィス ・コ

ンピュータ,ワ ー ド・プロセ ッサ,フ ァクシ ミリな どに代表 され る機器 を導入

す ることによ り,「 高度の生産性 と経済的効果を得るこ とで,目 的 として,生

産及び事務の過程を分析 し,こ れを 自動的連続的な ものに組織 し,制 御 して,

機械,材 料,情 報および人間の もっとも効果的 な結合関係を実現す ることであ

る」(産 業合理化審議 会オー トメー シ ョン部会)と,表 現す ることができる。

FAの 時代 に,非 常 に多 くの工場労働者が排除 された と同様,OAは 作業文

書の作成(伝 票の起票,帳 簿記 入,照 合,整 理,保 管,検 索)や,特 定帳票の

処理に従事 していたオ フ ィス ・ワー カーを不要 とす る。 したが って,OAの 社

会的影響に関す る議論は,OA導 入 によりその導入主体(=企 業,官 庁な ど)

が受ける影響 と,そ の ことに よって労働者や他産業が蒙 る影響 とに二大別 して

考察す ることが必要で ある。前 者はOAの ミクロ経 済的効果であ り,後 者はマ

クロ経済的効果である。

本稿では,こ れ ら二 つの効果の うち,後 者に焦点 を合 わせ て論ず ることとし

たいo

2.1歴 史的背景

機械化 に よって労働者が排除 され,そ れが労働 者に対 して どの ような影響

を与 えるか とい う問題は,古 くは,と りわけ産業 革命によるマニュフ ァクチ

ュアか ら大工業制生産への転換 を背景 とした18世 紀末か ら19世 紀初めに

かけてのイ ギ リス古典派経済学者たちの重要 な関心の一 つであ った。
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機械導入の社会的影響 に関 し,D.リ カー ドは,1917年 に公 刊 した 『経

済 学及び課税 の原理(PrinciplesofPoliticalEconomyandTaxation)』

において,機 械 が生産力を増強 し,そ れは資本の増殖を通 じて 「労働基金」

を増大 させ,社 会全般の利益を増進 させ るとい う,ア ダム ・ス ミスの見解 を

採用 し,「 労働節約の効 果のあ る機械が,何 れ かの生 産部門に使用 される こ

とは全体の利益 となる○ ただ,資 本及び労働 を一つの用途か ら他の用途に移

す に 当って,大 ていの場合発生す る不便 を伴な うのみである」 と指摘 したが

1921年,『 原理 』の第3版 において,「 機械の使用は,し ば しぼ彼 らの利

益 に有害であるとい う労働者階級の懐いている意見は,偏 見又は誤謬 に基づ

くものではな く,経 済学の正 しい原理に一致 してい る」 と述べ,彼 が初版の

際 に述べた意見 を修正 した。 その理由 として,リ カー ドは以 下の ように指摘

す る。 すなわち,機 械 は,資 本家及び地主が彼 らの収 入を仰 ぐ資金を増 加す

るものの,賃 金支払に充て られ る流動資本を固定資本化 し,そ れが代置す る

すべての労働 に職業を与 えないか らで ある。 リカー ドは,次 の ように述べ て

いるo

「機械は,資 本をその現在の用途か ら,他 に向けか えるた めに作用す るよ

りも,む しろ節約せ られ,蓄 積 され た資本の用途 を決定す る上 に作用す るも

ので ある。 資本 と人 口との増加す るこ とに,食 物 は騰貴 し,そ の結果 は賃金

の上 昇 となる。賃金の騰貴は,常 に貯蓄 された資本を前 よりも大なる比率 に

おいて機械の使用 に向 って固定化す る傾向を有するで あろ う。機械 と労 働 と

は常に競争の地位 にあ り,前 者は しば しば賃金が騰貴す るまでは使用され得

ぬであろ うo」(Ricardo,D.,PrinciplesofPoliticalEconomyand

Taxation,pp.386-389)○

この ような リカー ドの見解 は,19世 紀の初 め,急 速な技 術発展の下で展

開 されつつあった ラダイ ト運動 に刺激され たものである。 当時,機 械導入の

社会的影響をめ ぐる リカー ド的悲観論は 「排除説」 といわれ,機 械の導入に

よ り排除 された労働は,機 械の生産 に吸収 され ると説 く 「補 償説」 と対立す
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るものであ った0

20世 紀の現代社会 におけるOAの 社会的影響 に関す る議論 も,本 質的に

は,こ の リカー ド機械論にその起源をさかのぼ ることができる。

2.2影 響の計量的把握のためのフ レーム ワーク

OA(=一 事務部 門の機械化)の マクロ経済的効果を評価す る際には,基 本

的には,上 述の 「補償説」 の立場が とられ る。つ ま り,OAに よ って節約 さ

れた労働 力は,OAの た めに使用 され る各種機器の生産部門 に吸収され る。

たX",こ の よ うな結論が現実妥当性 をもつか どうかは,実 証分 析による計量

的裏付 けが必要で ある。 この ような計量分析の手法 としては,産 業連関 モデ

ルを利用す るのが便利であろ う。 その基本的考 え方は,次 の通 りで ある。

OAは,各 産業の投入係数ベ ク トル{a}を{a*}へ と変化させ る。 それ

に伴な って,労 働投入マ トリックス 〔L〕 を 〔L*〕 へ と変化 させ る。

この{a*}と 〔L*〕 とを外生情報 として,2段 階RAS・ ラグランジ ュ未定

係数法を適用 して,投 入係数 〔A*〕 を予測 し,こ の 〔A*〕を もとに して,
　　

〔L*〕 〔1-A*〕=〔L*〕

を利用 してOA完 成後の産業別雇用構i造 〔L*〕 を予測 し,こ れ とOA前 のそ

れ 〔L〕 との比較を試みれば よい。

わが国の政府の手で作成 され ている産業連関表の部門分類 と,産 業別 ・職

業別雇用 マ トリックスの概 念規定は以 下に示す通 りである。

〈1)産 業連関表における統合部門分類

(165部 門及び61部 門)に ついて

統 合 部 門分 類 は,基 本部門分類(554行 部門 ×407列 部門。分類表 は

計 数 編(1)を 参 照 。)を 統 合 した もの で,統 合小分類(165行 部門 ×165

列 部 門)及 び統 合 中 分類(61行 部門 ×61列 部門)か ら成 ってい る。

統 合 小 分 類 と統 合 中分 類 との関係は次表 に示 したとお りであ り,基 本

部 門 分類 と統 合 小 分類 の間 には,前 者の部門符号(行 部門では7桁,列
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部門では6桁)の 上か ら4桁 の符号が,後 者の部 門符号 と一致 してい ると

い う関係が ある。

内 生 部 門

統 合 小 分 類

(165部 門)
統 合 中 分 類

(61部 門}
統 合 小 分 類 統 合 中 分 類

符号 部 門 名 符号 部 門 名' 符号 部 門 名 符号 部 門 名

0011

0012

0013

0014

0015

米 麦

野 菜

果 実

食用 作物(除 別掲)

非 食 用 作 物

01 耕 種 農 業 2140 清 涼 飲 料 15 (つ づ く}

⑳ 煙 草 16 煙 草

2301

2302

2303

2304

製糸(絹 紡 を含む)

綿 紡

毛 紡

麻 紡

17 天 然 繊 維 紡 績

0016

0017

畜 産

養 蚕

02 畜 産

2305

2306

ス フ 紡

合 成 繊 維 紡

18 化 学 繊 維 紡 績

00⑳ 農 業 サ ー ビ ス 03 農 業 サ ー ビ ス

0211

0212

0220

育 林

そ の 他 の 林 業

(狩 猟業 を含む)

・素 材

04 林業(狩 猟業 を含む) 2311

2312

2313

2314

2315

2316

23⑳

2390

絹 ・ 人 絹 織 物

綿 ・ ス フ 織 物

合 成 繊 維 織 物

毛 織 物

麻 織 物

染色整理(サ ー|クのみ}

メ リ ヤ ス 製 品

そ の 他 の 繊 維 製 品

19 織 物 ・ そ の 他

繊 維 製 品

0410

0430

海 面 漁 業

内 水 面 漁 業

05 漁 業

1101 石 炭 06 石 炭

1210 鉄 鉱 石 07 鉄 鉱 石

1220 非 鉄 金 属 鉱 石 08 非 鉄 金 属 鉱 石 2410

獺

履物(ゴ ム製を除 く)

衣 料 ・ 身 延 品

20 身 延 品

1301

1302

原 油

天 然 ガ ス

09 原 油 ・ 天 然 ガ ス

2510

25⑳

製 材 ・合 板 ・チ ップ

そ の 他 の 木 製 晶

21 製 材 ・ 木 製 品

1410

1420

1990

窯 業 原 料 鉱 物

砂 利 ・ 石 材

その他の非金属鉱物

10 そ の 他 の 鉱 業

2600 家 具 22 家 具

・2711

2712

27⑳

パ ル プ

紙

紙 製 品

23 パ ル プ ・ 紙

2011

2012

2020

屠 殺

肉 製 品

酪 農 品

11 屠 殺 ・肉 ・酪 農 品

2800 印 刷 ・ 出 版 24 印 刷 ・ 出 版

2030 野 菜 ・果 実 ・ 加 工 (14へ 統合される) 2910

2930

製 革 ・ 毛 皮

革 製 品

(革 製身延品を除 く)

25 皮 革 ・ 皮 革 製 品

2040 水 産 食 品 12 水 産 食 品

2050 精 穀 ・ 製 粉 13 精 穀 ・ 製 粉

2060

2070

2091

勿92

パ ン ・ 菓 子

砂 糖

そ の 他 の 食 料 品

配 .合 飼 料

14 そ の 他 の 食 料 品 3000 ゴ ム 製 品 26 ゴ ム 製 品

3111

3112

3113

無機基 礎 化 学 薬 品
r－rrr_→9'一^　 一 一 ー ー 一

非石油系有機基礎化撫 。

石油系有機基礎化学薬品

27 基 礎 化 学 製 品

2110 酒 類 15 飲 料
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符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名

3115

3116

化 学 繊 維 原 料

合 成 繊 維 原 料

28 .化 学 繊 維 原 料 3704 そ の 他 の 軽 電 機 器 38 (つ づ ぐ}

3705 電 線 ・ ケ ー ブ ル (35へ 統合される)

3117

3118

3119

合 成 樹 脂

化 学 肥 料 ・ 農 薬

そ の 他 の 基 礎 薬 品

27 (27へ 統合 される) 3810

3820

3830

3840

3850

3860

3890

造 船 ・ 同 修 理

鉄 道 車 両

自 動 車

自 動 車 修 理

自動 自転車 ・自転 車

航 空 機

そ の 他 の 輸 送 機 械

39 輸 送 機 械

3130

3191

3192

塗 料

医 薬 品

そ の他 の化 学製 品

29 その 他の 化 学 薬 品

3210 石 油 製 品 30 石 油 製 品

3291 石 炭 製 品 31 石 炭 製 品 3910

3920

3930

精 密 機 械

光 学 機 械

時 計

40 精 密 機 械

3310

3320

3330

3340

詔90

建 設 用 土 石 製 品

ガ ラ ス 製 品

陶 磁 器

セ メ ン ト

そ の 他 の 土 石 製 品

32 窯 業 土 石 製 品

3990 そ の 他 の 製 造 業 41 そ の 他 の 製 造 業

4001

4002

4003

住 宅 新 建 築

非 住 宅 新 建 築

建 設 補 修

42 建築(建 設補修を含む)

3411

3412

3413

3414

銑 鉄

鉄 屑

フ ェ ロ ア ロ イ

粗 鋼

33 銑 鉄 ・ 粗 鋼

4004

4009

公 共 事 業

そ の 他 の 建 設

43 土 木

5110 電 力 杖 電 力

3415

路16

3417

3418

熱 間 圧 延 鋼 材

鋼 管

冷けん仕上及びめっ き

鋼材

鋳 鍛 鋼 品

34 鉄 鋼 一 次 製 品 5120

5130

都 市 ガ ス

熱 供 給 業

45 都市ガス

(熱 供給業 を含む)

5200

5300

水 道

廃 棄 物 処 理

46 水道(廃 棄物処理 を
含む)

6110

6120

卸 売

小 売

47 商 業

3421

3422

3423

3429

非 鉄 金 属 地 金

伸 銅 品

ア ル ミ 圧 延

そ の 他ーの 非 鉄 金 属

一 次 製 品

35 非 鉄金 属一 次 製 品

6200

6300

金 融

保 険

砧 金 融 ・ 保 険

6401

6402

不 動 産 業

住 宅 賃 貸 料

49 不 動 産 業

3501

35〔2

建 設 用 金二属 製 品

そ の 他 の 金 属 製 品

36 金 属 製 品 6403 不 動 産 賃 貸 料 50 不 動 産 賃 貸 料

7110

7120

7121

71箆

7123

7131

7i32

7142

7150

7160

国 有 鉄 道

国有鉄道(国 電旅客)

地 方 道 路 ・ 軌 道

道 路 旅 客 輸 送

自家用旅客自動車輸送

道 路 貨 物 輸 送

自家用貨物自動車輸送

道路 輸送施 設 提 供

外 洋 輸 送

沿 海 ・内 水面 輸 送

51 運 輸

3601

36{氾

3603

3604

3605

3606

原 動 機 ・ボ イ ラ ー

工 作 ・金 属加 工 機械

産 業 機 械
一

一般産業機械及び装置

事 務 用 機 械

その他 の一般 機 械

37 一 般 機 械

3701

3702

3703

重 電 機 器

民 生 用 電 気 機 器

電子計算機同付属装置

38 電 気 機,械
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符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名

7170

7190

7200

7201

航 空

一そ の 他 の 輸 送

倉 庫

自 家 倉 庫

51 (つ づ く) 82⑳

8250

保 健

社 会 保 障 機 関

56 保健 ・社 会保 障 機 関

8290 そ の 他の公 共サービス 57 そ の他 公 共 サ ービス

8300

8302

8400

8410

8501

8509

対 事 業 所 サ ー ビ ス

賃 貸 サ ー ビ ス

娯 楽 サ ー ビ ス

放 送

飲 食 店

その他の対個人サービス

58 そ の 他 の サ ー ビ ス

7300 通 .信 52 通 信

8101

81舵

公 務(中 央}

公 務(地 方)

53 公 務

8210

8211

8212

学 校 教 育 ・ 研 究

自 家 教 育

社会教育 ・その他D教 育

54 教 育

8600 事 務 用 品 59 事 務 用 品

8213

8214

学 術 研 究 機 関

自 家 研 究

55 研 究 8700 梱 包 60 梱 包

9000 分 類 不 明 61 分 類 不 明

9099 内 生 部 門 計 62 内 生 部 門 計

最 終 需要部 門

符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名

9110 家計外消費支出(列) 64 家計外消費支出(列) 9412 (控除)輸 入値 接購入) 74

9121 家 計 消 費 支 出 65 家 計 消 費 支 出 9420 (控 除)関 税 75 (控 除}関 税

9122 対家計民間非営利団体

消費支出

66 対家計民間非営利団体

消費支出

9430 (控 除)輸 入品商品税 76 (控 除)輸 入品商 品税

77 輸 入 計

9130 一 般 政 府 消 費 支 出 67 一 般 政 府 消 費 支 出 9500 最 終 需 要 部 門 計 78 最 終 需 要 部 門 計

9141 国内総 固定資本形成

(政 府}

68 国内総固定資本形成

(政 府)

9700 国 内 生 産 額 80 国 内 生 産 額

9710 副産物・屑(中 間需要) 81 副産物 ・屑(中 間需要)

9142 国内総固定資本形成

(民 間)

69 国内総固定資本形成

(民 間)

9720 屑(最 終 需 要) 82 屑(最 終 需 要}

9730 輸 入 83 輸 入

9150 在 庫 純 増 70 在 庫 純 増 9740 関 税 84 関 税

9211

9212

71 輸 出 9750 輸 入 品 商 品 税 85 輸 入 品 商 品 税輸 出

輸 出(直 接購入) 9760 商 業 マ ー ジ ン 86 商 業 マ ー ジ ン

9300 最 終 需 要 計 72 最 終 需 要 計 9770 貨 物 運 賃 87 貨 物 運 賃

9350 需 要 合 計 73 需 要 合 計 9780 供 給 合 計 88 供 給 合 計

9411 (控 除)輸 入 74 (控 除)輸 入 99 国 内 総 支 出

付加 価値 部 門

符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名 符号 部 門 名

9110 家計外消費支出(行) 64 家計外消費支出(行) 9440 (控 除)補 助 金 70 (控 除}補 助 金

9311 賃 金 ・ 俸 給 65 賃 金 ・ 俸 給 9500 付 加 価 値 部 門 計 78 付 加 価 値 部 門 計

9312

9313

社会保険(雇用主負捌

その他の給与及び手当

66 その他の雇用者所得 9600 副 産 物 ・屑 発 生 額 79 副 産 物 ・屑 発 生 額

9700 国 内 生 産 額 80 国 内 生 産 額

9412 営 業 余 剰 67 営 業 余 剰 98 国内純生産(要 素費用)

9420 資 本 減 耗 引 当 68 資 本 減 耗 引 当 99 国 内 総 生 産

9430 間接税(関 税を除 く) 旬 間接税(関 税 を除 く)
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(2)生 産活動部 門別職業別雇用者数 マ トリックスについて

政府の手に よって作成 され ている雇用 マ トリックスは,生 産活動 と職業

別労働力 との関連 を分析す るた めの もので ある。

概念 と定義 をま とめ ると,次 の よ うになる。

産業 ×職業 マ トリックスは,有 給役員を含む雇用者 に関す るものであ り,

ここでい う雇用者及び産業 の概念,定 義及び範囲は,雇 用表 にお けるそれ

と同一であるo

D産 業

産業は産業連関表の統合中分類の61部 門であ るが,こ の うち 「事務

用品」 「分類不 明」は雇用表 において雇用者数がゼ ロと推計されてい る

ので,実 際には61部 門の うち,こ の2部 門 を除 いた59部 門 について

推計 している。

2)職 業

職業分類は,昭 和50年 国勢調査にお ける分類 を用 いている。 これ は

必ず しも昭和45年3月 に改訂 された 日本標準職業分類 とは一致 しない。

その主な点 を列挙す ると次の とお りである。

① 分類の数

分類は,大 分類,中 分類,小 分類 の3段 階であるが,そ の職種数は

それぞれ次の通 りであ る。

大分類 中分類 小分類

昭和50年 国勢調査 11 52 286

日本標準職業分類 12 53 393

② 分類の くくり

一般 に昭和50年 国勢調査は,日 本標準職業分類における分類をい

くつか くくってい る。例 えば,大 分類が一つ少 いのは,「 農林業作業

者」 と 「漁業作業者」とを一つに くくったためである。
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また,中 分類段階では,日 本標準職業 分類では小 分類であるものを

まとめて中分類 として設定 したものには,次 の ものがあるo

「法務従事者」,「 公認 会計士」,「 宗教家」,「 文芸家 記者,

編集者 」,「 美術 家,デ ザイナー,写 真師」,「 音楽家,舞 台芸 術家,

職業 スポー ツ家」があるo

逆 に,日 本標準職業分類の 中分類を くくって中分類 としてい るもの

には,次 のものがある。

「農林業作業者」(「 農耕作業者」,「 養蚕作業者」,「 養畜 作業

者 」,「 林業作業者」,「 その他の農林 業作業者」の五つ を くくって

いる。)

「採鉱 ・採 石作業者」(「 採掘作業者 」,「 その他の採鉱 ・採 石作

業者」の二つを くくっている。

「鉄道 ・自動 車運転従事者」(「 鉄道機関士」,「 自動車運転者」

の二つを くくっている。)

③ 分類の変更

小分類については.一 般に,日 本標準職業分類における小分類 をい

くつか くくって小分類 としているが,そ れ以外 に分類を変 えているも

ので主 な ものを挙げれば,次 の とお りで ある。

「郵便局長,電 報電話局長」

中分類 「その他 の管 理的職業従事者」の中の小分類であるが,

日本標準職業分類では,局,中 継所の課長まで を含め,国 勢調

査 の範囲 よ りも広い。

「その他の外勤事務従事者」

中分類 「外勤事務従事者」の中の小分類で,電 気,ガ ス,水 道,

の メー ター検針員である。 日本標 準職業分類では 「一般事務従

事者」に含めている。

「運輸事務員」
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中分類 「その他の事務従事者」の中の小 分類 としているが,日

本標準職業分類では中分類 「運輸 ・通信事務員」に分類 して い

るo

「他 に分類 されな い単純労働者」(中 分類)

日本標準職業分類では,こ の分類 を廃止 し,こ の中の 「荷造 工」

「倉庫夫」,「 沖仲仕,運 搬夫」,「 駅手」,「 配達人」 につ

いては,大 分類 「運輸 ・通信従事者」の中の中分類 「その他の

運輸従事者」に分類 し,そ の他の機械の掃除,小 使等について

は,中 分類 「技能工 ・生 産工程作業者」,「 サー ビス職業従事

者」 に分類 している。

「一般機械組立 ・修理作業者」(中 分類)

日本標準職業分類では,中 分類 「その他の機械組立 ・修理作業

者」 としているo

「その 他の電気作業者」

劇場の電気照 明係,舞i台 配電係な どであるが,日 本標準職業分

類では,「 電気工」の中に含めていて,分 離 していない。

「生産記録工」,「 製図工,写 図工」,「 現図工」,「 試験工,分

析工」,「 その他の技 術補助員」

日本標準職業分類では,こ れをま とめて 「技術補助員」 とい う

中分類 を設けているが,国 勢調査 では,「 生産記録工」は 「一

般事務員」に,「 試験工,分 析工」は 「化学工」その他 に含め,

それ以外は,「 その他の技能工 ・生産工程作業者」に分類 して

いる○

④ 産業 ×職業 マ トリックスにおけ る職業分類

大分類,中 分類につ いては,昭 和50年 国勢調査 におけ るそれ と同

じとし,小 分類にっ いては,原 則 として多数の産業 にまたが る職業あ

るいは従業者数 の多 い職業 を特掲 した。 したが って,小 分類の積上げ
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値 は,必 ず し も中分 類 に一 致 しな い。

昭 和50年 産業 ×職 業 マ トリックスに お いて は 昭和45年 表 に比 べ

小 分 類 の 特 掲 を5職 業 追 加 し,大 分 類11,中 分 類52,小 分 類93と

したo追 加 した5職 業 は,1保 母,2.社 会 福祉 事 業 専 門 職 員,3 .保険

代 理 人 外 交 員,4.自 動 車組 立工,5.娯 楽 場 等 の接 客 員 で あ る。

そ の詳 細 は,以 下 に 示す 通 りで あるo
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符 号 職 業 分 類 符 号 職 業 分 類

000000 総 数 030300 そ の 他 の 事 務 従 事 者

010000 専 門 的 ・技 術 的 職業 従 事 者 030301 運 輸 事 務 員

010100 科 学 研 究 者 030302 速 記 者,タ イ ピ ス ト

010101 自 然 科 学 研 究 者 030303 せ ん 孔 機 等 操 作 員

010200 技 術 者 030304 電 子 計 算 機 等 操 作 員

010201 機 械 技 術 者 040000 販 売 従 事 者

010202 電 気 技 術 者 040100 商 品 販 売 従 事 者

010203 化 学 技 術 者 040101 販 売 店 員

010204 建 築 技 術 者 040200 販 売 類 似 職 業 従 事 者

010205 土 木 技 術 者 040201 外 交 員(保 険を除 く)

010206 農 林 技 術 者 040202 保 険 代 理 人 ・外 交 員

010207 情 報 処 理 技 術 者 050000 農 林 ・ 漁 業 作 業 者

010300 医 療 保 険 技 術 者 050100 農 林 作 業 者

010301 医 師 050101 農 耕 ・ 養 蚕 作 業 者

010302 薬 剤 師 050102 養 畜 作 業 者

010303 栄 養 士 050103 育 林 作 業 者

010304 看 護 婦,看 護 士 050104 伐 木 ・ 造 材 作 業 者

010400 法 務 従 事 者 050105 集 材 ・ 運 材 作 業 者

010500 公 認 会 計 士 050200 漁 業 作 業 者

010600 教 員 060000 採 鉱 ・ 採 石 作 業 者

010700 宗 教 家 060100 採 鉱 ・ 採 石 作 業 者

010800 文 芸 家,記 者,編 集 老 070000 運 輸 ・ 通 信 従 事 者

010900 美 術 家,デ ザ イナ ー,写 真 師 070100 鉄 道 ・ 自動 車運 転従 事 者

010901 デ ザ イ ナ ー 070101 電 気 機 関士,蒸 気機 関士

011000 音楽家 舞台芸術家 瀞 恭ツ家 070102 電 車 ・気 動 車 運 転 士

011100 その他の専門的技術的職業従事老 070103 自 動 車 運 転 者

011101 保 母 070200 船 舶 ・航 空 機運 転従 事 者

011102 社 会 福 祉事 業 専 門 職 員 070300 そ の 他 の 運 輸 従 事 者

020000 管 理 的 職 業 従 事 者 070400 通 信 従 事 者

020100 管 理 的 公 務 員 070401 無 線 通信 士,無 線技 術 士

020200 会 社 ・ 団 体 の 役 員 070402 有 線 通 信 士

020300 その他の管 理 的 職 業従 事者 070403 電 話 交 換 手

030000 事 務 従 事 者 080000 技能工 生産工科櫟 蛙 声 純作業

030100 一 般 事 務 従 事 者 080100 金 属 材 料 製 造 作 業 者

030101 一 般 事 務 員 080101 製 鉄 工,製 鋼 工

030102 会 計 事 務 員 080102 鋳 物 工

030200 外 勤 事 務 従 事 者 080103 圧 延 工

030201 集 金 人 080200 金 属 加 工 作 業 者
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符 号 職 業 分 類 符 号 職 業 分 類

080201 金 属 工 作 機 械 工 081702 左 官

080202 金 属 プ レ ス エ 081703 れ ん が 積 工,タ イル 張 工

080203 金 属 溶 接 工 081704 配 管 工,鉛 工

080204 鉄 工,び ょ う打工,製 かん 工 081705 土工事作業者・道路工事作業者

080205 板 金 工 081706 鉄 道 線 路 工 事 作 業 者

080206 め っ き 工 081800 定置機関 ・建設機械運転作業者

080300 一 般機 械 組 立 ・修 理作 業者 081801 汽 か ん 士

080301 一 般 機 械 組 立 工 081802 起 重 機 ・巻 上 機 運 転工

080302 一 般 機 械 修 理 工 081803 建 設 機 械 運 転 工

080400 電気機械器具組立 ・修理作業者 081900 電 気 作 業 者

080401 電気機械機具組立工 ・修理工 081901 発 電 工 ・ 変 電 工

080500 輸 送 機 械 組 立 ・修 理 作業 者 081902 電 線 架 線 工

080501 自 動 車 組 立 工 081903 電 気 工 事 人

080502 自 動 車 整 備 工 081904 電信電 話機器据付工・保守工

080600 精密 機 械 組立 ・修 理 作 業 者 082000 その他の技能工・生産工程作業者

080601 計 器 組 立 工 ・調 整 工 082001 塗 装 工,図 工,看 板 工

080700 製 糸 ・ 紡 織 作 業 者 082002 製 図 工,写 図 工

080701 粗 紡 工 ・ 精 紡 工 082003 包 装 工

080702 織 布 工 082100 他に分類されない単 純 作 業者

080703 編 物 工,メ リヤ ス 編 立 工 082101 荷 造 工

080704 染 色 工 082102 倉 庫 作 業 員

080800 織 布 製 品 製 造 作 業 者 082103 陸 仲 士,運 搬 員

080801 ミ シ ン 縫 製 工 082104 配 達 員

080900 木 ・竹 ・草 ・つる製 品製 造 作業者 090000 保 安 職 業 従 事 者

080901 製 材 工 090100 保 安 職 業 従 事 者

080902 合 板 工 090101 看 守 ・ 守 衛 ・ 監 視 員

080903 木 工 100000 サ ー ビ ス 職 業 従 事 者

081000 バ ル ブ ・紙 ・紙 製 品 製 造 業 者 100100 家 事 サ ー ビス 職業 従 事 者

081100 印 刷 ・ 製 本 作 業 者 100200 個人 サ ー ビス職業 従 事 者

081200 ゴム ・プラスチック製 品製造作業者 100201 理 容 師

081300 かわ ・か わ製 品製 造 作業者 100202 美 容 師

081400 窯業 ・土石製 品製 造 作業者 100203 ク リ ー ニ ン グ 職,洗 張 職

081401 陶 磁 器 工 100204 調 理 入

081402 セ メ ン ト 製 品 製 造 工 100205 給 仕 従 事 者

081500 飲 食 料 品 製 造 作 業 者 100206 娯 楽 場 等 の 接 客 員

081501 パ ン ・ 菓 子 製 造 工 100300 その他のサービス職業 従 事 者

081502 水 産 物 加 工 工 100301 下宿 ・ア く一トの管理ノ～舎監療 母

081600 化 学 製 品 製 造 作 業 者 100302 清 掃 員

081601 化 学 工 110000 分 類 不 能 の 職 業

081700 建 設 作 業 者 110100 分 類 不 能 の 職 業

081701 大 工
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2.5'ま と め

前 節 で は,産 業 連関 モ デル に よ って,OAの もた らす 雇 用 ・付 加 価値 ・産

出額(=換 言 す れ ば産 業 構 造)へ の影 響 を,産 業 別 ・職 業 別雇 用 マ トリ ック

スの 予 測 を通 じて計 量 的 に 明 らか にす る フ レー ム ワー クを示 した が,こ の よ

うな分 析 手法 を 採用 す る こ との メ リ ッ トは以 下 の 点 にあ る。

(1)OAの もた らす 産 業構 造 変 革 へ の 効 果 につ い て,い くつか の 代替 的 ケー

ス を想定 した シ ミュ レー シ ョン分 析 が 可能 で あ る。

(2)OAの 結 果 と して,一 産業 で 起 こ る投 入構 造 の量 的 変 化 と労 働 市 場 で の

労 働需 要 の 変 化 につ い て の 因果 関 係 が把 握 で き る。

(3)技 術 変化 を前 提 に した投 入 係数 の 将 来 予測 の 方法 として,筆 者 が 他 の機

㊧会 に開発 したTSRL法(
2段 階RASラ グラ ンジ ュ未定 係 数 法)の 適

用 が 可能 で あ る。

(注)金 子 敬 生 「2段 階RASラ グ ラ ン ジ ュ 未 定 係 数 法に よ る投

入係 数 の予 測 」 『早 稲 田政 治経 済 学i雑誌 』266-267号,pp.

186-221.尚,こ の論 文 の 主 旨につ いて は,International

FederationofOperationalResearchSocieties,Interna-

tionalAbstractsinOperationsResearch,Vol.25,/15.2,

Oct,1982.に 要 約 され て い が,以 下 に再 録す る。

NidankaiRAS=Lagra㎎eMiteikeisuhoniyoruTbnyukeisuno

Yosoku(OnForecastingtheinputcoefficientsbymeansoftWstages

RAS-Lagrangianmethod)(Japanese).Kaneko,Yukio(Waseda

Univ.,Tokyo160,Japan.)WasedaJournalofPoliticalScien㏄

andEconomics(Japan)266-267(1981)(July),PP.186-221.

Thispaperpresentanewmethodofforecastinginputcoeffi-

cientsinLeontief'sInput-OutputMbde1.Asafirststageof

forecasti㎎,weusewell－ ㎞ownR。A.S。methodinwhicha

matrixisadjustedtogiverowandcol㎜totalsbyapplyi㎎

successivepre-ratingofitsrowsandcolumns.Inorderto

getbetteraccuracyofforecastedinputcoeffieientsmatrix,we
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applyLagrangianmethodtotheresultsobtainedfromthefirst

stageofforecasting.Inthesecondstage'wesolvetheminirni-

zationproblemwithsomeconstraints .Wecallthisprocess

offorecastinginputcoefficientsmatrix"Tw()StagesRAS-fag-

rangianMethed."Thedegreeofaccuracyofforecasti㎎input

coefficientsmatrixwhen■6applythetwostagesRAS-Lagran-

gianmethodtoJapaneseEconomicdataisempiricallyshownin

thispaper.

尚,本 稿で提示 した手法 を,わ が国の産業連 関表を用いてその実際的適用

を行な う際には,と くに 「事務用 品部門」の従 来の処 理方法 の改善を含む,

作表上の改善 を必要 とす る。 この点については,行 政管理庁 当局の協力が必

要で ある。
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3.OAの 社会的影響 一問題発見 と問題解決へ の方法

立 教 大 学 社 会 学 部 教 授

松 井 好

5.10Aの 社 会 的 影響 調査 の現 状 と問 題 点

OA技 術 の急 速 な進 歩 につ れ て,近 年,そ の社 会 的 影響 に関 す る多数 の調

査 研 究が 実 施 され て い る。 その 現 状 をみ る と,残 念 なが ら多 くの 問題 が 残 さ

れ てい る。

第1の 問 題 点 は調 査 対 象 の把 握 のあいまい さで ある。OAの 対象 とな るオ フ

ィ ス 業 務 は,図3-1に 示 す よ うに,デ ー タ ・ベ ース機 能,コ ミュニケ

ー シ ョン機 能 ,個 人 別処 理 機 能 の3つ の基 本 的機 能 に よ って構 成 され て い る。

オフィス環境

コ ミュニ ケ ー シ ョン

会 議

個人別処理

思 考

デ ー タ ・ベ ー ス

一 文書処理 電 話 保管検索一 外部データ

面 談
!

ー

図3-1管 理者 のオ フィス業務を構成す る3つ の機能

〔出,典 〕 栗 山 仙 之 助,「 情 報 の 多 目的 利 用 を 基 盤 と し たOAの 機 能

と 活 用 」,オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン,Vol・3・Na2・

5頁,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン 学 会,1982年
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したが って,オ フ ィス業務のOA化 も,デ ータ ・ベース機 能のOA化,コ

ミュニケーシ ョン機 能のOA化,個 人別処理機 能のOA化 ,お よび,こ れ ら

を統合 した トー タル機 能のOA化 などに大別 して把 える必要が ある。

い うまで もな く,OA化 の実態 は機能別に相違があ り,そ れ を一様に扱 う

には無理がある。 これ までの調査 研究では,こ の相違点を考慮 した分析が な

されていない。

第2の 問題点は学際的研究の不足である。OAを 実現す るため に必要 な知

識体系は,① コンピュータの技術,② コ ミュニケーシ ョンの技術,③ マネジ

メ ン ト科学,④ 行動科学,の4つ の領域であろ う。 したが って,少 な くとも,

これ ら4領 域にまたが る学際的研究 によらなけれぼ,OAに 関す る十分な調

査研究は達成できない ことになる。

しか し,そ うした学際的研究は,ま だほ とん どなされていない ように思わ

れ る。

第3の 問題点は波及効果分析の不足である。OAの 社会的影響 には,風 が

吹けば桶屋が も うか る式の,長 い因果ルー プによる波及効果 が少 な くない。

それほ どではないに しても,例 えば 新 聞の コンピュータ編集化 による雇用

への影響の調査 の場合 をみ ると,配 置転換や職種転換に よる雇用への影響 は

調査 されてい るが,配 置転 換によ る従業員の職務満足度 の調査や,彼 等の価

値観,労 働観,企 業へ の忠誠心 な どの変化についての調査 などは まだほ とん

どなされてい ない。

その他に も,OA機 器の機 能高揚 にともなう第1世 代機器 の影響 と第2世

代機器の影響 との比較分析の ような,技 術成熟度の変化 による社会的影響 の

調査なども,ま だ未着手の状態であ るとい ってよかろ う。

こうしたOAの 社会的影響調査の現状か らみ ると,社 会的影響の認識はま

だ極めて浅薄であり,問 題の再発見の必要性が高い といわざるを えない。 した

が ってまた,こ れ まで に指摘 され ている問題解決の課題 や方法 について も再

吟味の必要性が高い とい えよ う。
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5.2第2の 「ホー ソ ン実 験 」の必要 性

FA(フ ァク トリー ・オ ー トメー シ ・ン)を 発 達 させ た ア メ リカで は,そ

の初 期 に お い てFAの 社会 的 影 響 につ いて 長期 的 ・学際 的 な調査 研究 を行 な

い,ア メ リカにお け る物 的生 産 の生 産性 向上 に大 き な貢 献 を果 た した。 それ

は,文 化 人 類学 者 の メ ー ヨー(Mayo,G.E.)ら に よ って,ウ ェス タ ン・

エ レク トリ ック社 の ホ ー ソ ン工 場 で,1927年 か ら1932年 まで 実施 され

た と ころか ら 「ホ ー ソ ン実 験 」(Hawthornexperiments)と 呼 ばれ て

い る もので あ る。 そ の結 果,発 見 され た イ ンフ ォ ーマル ・オ ー ガ ニゼ ー シ ョ

ンの 理 論 は,そ の 後 の生 産 組 織 の改善 と労働 生 産 性 の 向上 に 大 きな理 論的 支

援 を与 えた。

現在,わ れ わ れ が 再 検 討 を必 要 としてい るOAに つい て,今 後,ホ ー ソ ン

実験 の 場 合 に と られ た よ うな長 期的 ・学 際 的 な調 査 研究 が 実 施 され,オ フ ィ

ス業務 の 生 産性 向上 へ の 理論 的 発見 が行 えれ ば,そ れ に よ って,マ ネ ジ メ ン

ト科学 の 面 で,日 本 が 独 創的 な貢献 を 果 たす こ とが で き よ う。

OAに 関す る調 査 研 究 も,そ うした 目的 基 礎研 究 の 段 階か ら取組 ん で いか

なけれ ば,対 症 療 法 的 な問 題 解決 に終始 し,OAの 社 会 的影 響 につ い て の抜

本的 な対 応 は な され ない ま まに な って しま うの で は あ る まい か 。

ホ ー ソ ン実 験 が成 功 した 理 由は2つ あ った。1つ は,リ ー ダの メー ヨーが

文 化 人類 学 とい う学 際 的性 格 の 強い専 門 分 野の 出 身 で,無 意識 の うち に学際

的研 究 が で きた こ とで あ る。

今 日の よ うに,学 問 の専 門 分 化が進 む と,専 門家 は誰 で も学 際 的 研究 の 必

要性 を痛 感す るが,い ざ学際 的 な研 究 を実 施 しよ うとす る と,大 抵,失 敗 す

る。 日本 で は,専 門 家 は ヲ ンフ ロンテ ーシ ・ソ(対 決)と い うか異 分野 の 専

門 家 との 間 で議 論 す る こ とを非 常 に き ら う傾 向が あ る。 学際 的 研究 には コ ン

フ ロンテ ー シ ョンが 不 可 欠 だが それ が き らい で は 話 にな らない 。

民 間の シ ン ク ・タ ン クな どの仕 事 をみ て も,異 分 野 の 専 門家 の学 際 的 協 力

関係 を確 立 す るた め に プ ロジ ェク ト ・リー ダーは 大変 な苦 労 を し ょい 込み,
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それだけで疲労 して しま うことが多い。 メーヨーのよ うに,学 際的 な性格の

強い専門分野か ら リー ダーを出す ことが第2の ホーソン実験を成功 させ るた

めには必要である。

ホー ソン実験が成功 した第2の 理由は,実 験計画が合理的であ り,し か も,

6年 間 とい う長期間継続 された ことであろう。 ホーソ ン実験の報告書が出版

されたのは1938年 で あったから,実 質10年 以上の長期 プロジ ェク トであ

ったことになる。

こ うした長期的研究 プロジ ェク トの資金調達は,わ が国では極 めて困難だ

が,産 業革命か ら百年 の 「イギ リスの時代」,科 学的管理法か ら百年の 「ア

メ リカの時代」 に次いで,こ れか らの百年 を 「日本の時代」にするためには,

是非,OAに ついての第2の ホー ソン実験 を,わ れわれ 日本人の手でや るべ

きである。

5.5第2の ホ ーソ ン実 験へ の 引金

第2の ホ ー ソ ン実 験 へ の 第1歩 を踏み 出す た め には,2つ の 引金 を 引 く必

要 が あ る。 それ は,参 加 的 観 察法 に よ る現場 デ ー タの 収集 と,シ ミュ レー シ

ョ ン ・モ デル に よる 因果 関 係 の分 析 で あ る。

さき に指 摘 した職 務 満 足度 の よ うな心 理 的 デ ータの 収集 は,通 常 の ア ンケ

ー ト調 査 法や 面接 調 査 法 な どでは 不 十分 で あ る。その 点,参 加 的 観察 法 で は,

オ フ ィス業 務 に参 加 しなが ら観 察 す る こ とに よ って,詳 細 な現 場 デ ー タを う

る こ とが で き る。 この 調 査は,日 本 オ フ ィスオ ー トメ ーシ ョン協会 な どが 窓

口に な って,幾 つ か の モデ ル ・オ フ ィス を選 定 して,そ この メ ンバ ー に参 加

的 観 察 を 委託す る方 法 を とれ ば 可能 で あ ろ う。

こ うした参 加的 観 察 法 に よ って収 集 され た現 場 情報か ら,OA化 に とも な

って 解 決 しなけれ ば な らない 真 の 問題 が 何 かが,発 見 され る こ とに な る。

次 に,そ の問 題 を 解決 す るた めの 方 法 を 解 明す るた め には,シ ミュ レー シ

ョン ・モ デル に よ る分 析 が 必 要で あ る。 シス テ ム ・ダイナ ミ ックス ・モ デル
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(SDモ デル)を 使 えば,長 い因果関係について も,そ の波及効果の過程を

分 析す ることができる。

あるいは,環 境庁が経済活動の水準 と環境の質 との関係を分析 して環境政

策 の ビジ ョン設定 を行な った場合の ように,経 済モデル とSDモ デルを連動

させ るよ うな方法をとるこ とも有効か も知れない。

また,地 域 防災についての政策分析のた めに,住 宅公 団がや った よ うに予

想 され る災害状況をシナ リオとして描写 し,そ れを地域住民に見せて,住 民

の意識や行動様式か らみて修正 シナ リオを作成す る方法(住 宅公 団では シナ

リオ ・シミュ レーシ ョンと称 した)も 利用で きよ う。

3.40Aの 重 点研 究課 題

オ フ ィス業 務 を,機 能,シ ステ ム,ワ ー クス テ ー シ ョン,関 連機 器 の 各 視

点 か ら整 理 す る と表3-1の よ うに な ろ う。

この 中 で,コ ミュ ニケ ー シ ョン,デ ー タ ・ベ ー ス,個 人 別処 理 の各機 能 ご

とに,OAの 社 会 的 影響 研 究 の重 点 研 究 課 題 を抽 出 してみ よ う。

(1)OAに よ る会 議 の た めの 移動 の分 析

電 子 協 とAT&Tの 調 査 に よ る と,日 米 の管 理者 の 会議 お よび 面談 に

と られ る時 間 は,日 本 の場 合32%(会 議115.6%,面 談:16.4

%),ア メ リカの 場合47%(会 議:15%,面 談:32%)で あ る とい

う。 こ う した オ フ ィス業務 で は,必 ず 人 の 移 動 を と も な い,そ れが 都

市 交 通 な どに大 きな社 会的 影 響 を与 えて い る。

OAの 導 入 ・普及 は,社 会 的 に は意 思 決定 の ため の管 理者 の 会 議 の た

めの 移 動時 間 を短縮 し,そ れ が 引金 とな って,会 議時 間の短 縮 や,交 通・

通信 上 の問 題 解 決 な どへ の大 きな波 及 効 果 を もた らす こ とに な る。

例 えば,国 土 が 広 大 な アメ リカでは,電 話会 議 やTV会 議 な ど に よ っ

て,会 議 出席 の た めの 旅費 や 時 間 の軽 減 が 実 現で きた ケ ースが 注 目 され

は じめ てい る。 こ う した システ ムの 導 入 は,や が て,自 宅勤 務 や 自宅 学
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表3-1オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン に お け る機 能 と シ ス テ ム お よび 機 器

ワ ー ク機 能 シ ス テ ム 機 器

ス テ ー シ ョン

'

思考 ・判断 ・決 意思 決 定支 援 シ マネジメン ト汎用 操作 の簡 単 な入 出 力機 器'

コ 定(調 査 ・企 画 ス テ ム,ス ケジ ュ ワー ク ス テ ー シCRTデ ィス プ レ イ 装 置

ミ 立案)一 ル管 理 システム ヨン 八 一 ドコ ピー装 置 を装 備

ユ コ ミ ュ ニ ケ ー シ 電 子 会 議 コ ミュ ニ ケ －CRTデ ィス プ レ イ 装 置 を は

二 ヨン シス テ ム シ ョン じめ とす る映 像 機 器,電 子 黒 コ

ケ 司 (会 議 ・対 話)ワ ー ク ス テ ー 板,デ ィ ク テ ー テ ィン グ ・マ ン

1 シ ョン シン等 を装備 ピ

シ 伝 達 電子 メー ル シス 図形 電子 メールCRTデ ィス プレイ装 置,イ ユ

ヨ テ ム ワ ー ク ス テ ー ン テ リジ ェ ン トフ ァ ク シ ミ リ |

ン 通 信 ネ ッ トワ ー シ ・ン 電 子 メ ー ル ・ボ ッ ク ス ・フ ァ タ

ク ・シ ス テ ム イ ル等 をi装備 (

レ

デ

'

計 数 デ ー タ処理 データ処 理システ 事 務計 算 ワー 大 容量 メモ リ,CRTデ ィス 中

1 ム,POSシ ステム ク ス テ ー シ ョン ブ レ イ装 置 を装 備 央
タ

保 管 ・検 索 ・ 電 子 フ ァ イ リ ン 保 管 検 索,ワ ー 磁 気 デ ィ ス ク,光 デ ィ ス ク, 制
・ ㎡

ぺ 廃棄 グ ・シス テ ム問 クステー シ ・ン 電 子 画像 編集 フ ァイ ル等 の保 御

| 合せ応答システ 管,記 録 検索機器およびC 装
ス

、 ムRTデ ィス プレイ装 置 を装 備 置

個

人

文書 画像 作成 文 書 編集 シス テ 文書 画像処 理 日本語 ワー ドプロセ ッサ,イ

(清 書 ・修 正)ム,イ メー ジ ・ ワー クス テ ー メージ プ ロセ ッサ,音 声 タイ

)

別(複 写 ・追 加)プ ロ セ シ ン グ ・ シ ョ ン プ ラ イ タ,イ ン テ リ ジ ェン ト・

処

理
システム コピア,手 書文字入力装置を

装備.

オ フ ィス 環 境 の オ フ ィ ス ・ オ フ ィス ・フ ァ ニ チ ュア,照 明 機

高 度イヒ シス テ ム 器,事 務 用 品,空 調機 器 等 の環境

施設その他

〔出典 〕 栗山 仙之助 「情報の多目的利用を基盤としたOAの 機能と活用」

オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョ ン.Vo1.3,M2,6頁

オ フ ィス オ ー トメー シ ョン 学 会,1982年
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習などの新 しい就業形態を実現 させ,交 通問題 などの社会的課題の解決

への 結目となる可能性を持 ってい る。

この分析は,そ うした社会的影響に関す るフィージビ リテ ィ ・スタデ

ィとなるものであ る。

(2)OAに よる調査企画機能の高揚 に関する分析

日本のオ フィス業務を,プ ラ ン ・ドウ ・シィー(plan-do-see)

とい うマネジメ ン ト・サイ クルで見 る と,プ ランニング機 能の高揚の必

要性が高い。それ は,日 本のよ うに,合 意を尊重 し,ボ トム ・ア ップの

意思決定方式が定 着 している社会では,優 れた人材の着想は,と か く少

数意見 として処理 され,企 画,ひ いては計画の質の低下が発生 しやすい。

日本の ビジネスの優秀性は,こ うした欠点を,目 標が設定 されたの ち

の集団の活力によ って十二分 にカバーす ることに よって達成 されてい る。

したが って,若 し,調 査 企 画 段 階 に お け る機能高揚がOAに よって

実現で きれば,日 本の オフィス業務の生産性は,今 後,さ らに一段 と向

上す る可能性があ る。

アメ リカの よ うに,専 門家の組織間流動性の高い 国では,社 会的課題

の達成のためには,組 織の壁 を超 えて,広 い視野か ら人材を選択で きる

ので,企 画機能は,日 本のよ うに流動性の低 い国に比べ ると必然的に高

くなる可能性を持 ってい る。OAは,こ うした文化的,歴 史的背景 にも

とつ く日本の企画面での弱点 を補強す る存在である。

この分析は,そ うしたOAに よる企画機能高揚の フ ィージビ リテ ィ ・

スタデ ィとなるものである。

(3)OAに よる伝達機能高揚 に関す る分析

オフィス業務において も,経 営の国際化 とともに,国 際的 なコ ミュニ

ケーシ ョンの必要性は加速度的 に高ま ってい る。OAの 国際的伝達機能

の高揚は,今 後の 日本の加工貿 易経済体制の維持 にとって,何 よ りも大

事 な最優先課題 とい えよ う。
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この面では,既 に科 学技術情報セ ンターによって特許情報 の機械翻訳

の技術開発 プ ロジ ェク トが3ケ 年 計画で スター トしてい る。 また,新 世

代 コンピューター技術開発機構 によ って,専 門度の比較的高い会話の機

械翻訳の技術開発 プロジェク トが10年 計画で進め られてい る。

これ らの技術開発成果がOAの 第2世 代の機器 として登場す るよ うに

なる と,日 本人は,国 際的伝達 において,ラ ンゲージ ・バ リヤーに悩ま

な くてすむよ うにな り,国 際社会 も,日 本 に対す るいわれ なき誤解を持

たな くてすむ ようになるだろ う。

ハイテクノロジィをめ ぐる貿易摩擦は,今 後,一 層深刻化す る可能性

が高いお りか ら,こ うした長期的研究開発成果の社会 的影響 について的

確なる予測 と評価を してお くことは是非 とも必要である。

(4)私 的計数 データ処理の流通に関す る分析

OAの 普及の過程で,し ば しば障害になるのがデータ ・ベース化の遅

れ である。 これをたすけ るために,個 々のオフィスで整備 され てい る私

的計数 データ処理の成果が商品 として流通す るような社会的 システム化

が進 めば データ ・ベース化の遅れ はか な り促進され る可能性がある。

これ らは,市 場 メカニズムに よって次第に整備 されてい くことが最 も

望 ましい姿ではあ るが,初 期需 要が小規模 なので,市 場 メカニズムが有

効に機能 しえない恐れが ある。 どうすれば,そ うした問題を軽減 し,解

消で きるかを解 明す ることはOAの 普及上必要である。

(5)デ ー タ ・ベース利用のための料金制度の研究

保管 ・ 検 索 ・廃 棄 などの業務は,何 れ もコス トをともな うもので,

その コス ト計算の システムを確立 しておかないと,「OA倒 産」(OA

の整備が コス トを忘れ て行 なわれ ることによる倒産)を 誘発す る危 険性

があ る。最近の 日本生産性本部の軽井沢 トップ ・セ ミナーで,牛 尾電機

の牛尾治郎会長が,「 企業には 『イ ノベ ーション倒産 』の恐れがある」

と警告 して注 目された。その後の分科会 で,筆 者が,コ ーデ ィネー タ一
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としてその真意を再度確かめた ところ,牛 尾氏は,「 現在 は,何 れの企

業 もマイクロエ レク トロニクス革命の熱 に浮かれ気味で,こ の流れに遵

うこ とは経営者 とい えども容易でない。 しか し,イ ノベ ーシ ョンへの投

資 は設備投資 にまけない ぐらい コス トがかかるにもかかわ らず,成 功確

率 ははるかに低い。この点を十分慎重に考慮 しない と,イ ノベーシ ョン

倒産が起 ることになる」 との判断 を示 していた。

私 も,そ の危険性は決 して小 さくない と思 う。それ と同時に,同 じよ

うな意味でOA倒 産の危険性 も考 えてお く必要があると思われてな らな

い。

この問題は,対 内的には コス ト計算の問題で あるが,対 外的には料金

制度の問題であ る。逓 増型料金制度 にす るか逓減 型料金制度にす るかな

ど,長 期的,社 会的観点か らの分析が加 えられ るべきであ る。

(6)オ フィス業務の暗黒大陸の探研

オ フィス業務の暗黒大陸は,個 人別処理業務の分野である。 この分野

では,す で にワー ドプロセ ッサ(WP)が 革命的イ ンパ ク トを与 えは じ

めてい る。 しか し,現 在 までの ところ,そ の波及効果は限界があ り,大

きな障壁 に囲 まれ ている。

例 えば 公的資金を使 って実施 され るプ ロジェク トの場合,WPで 作

成 した原稿 は,会 計検査の際 にチ ェ ックされる恐れがあるとい うことで

採用 されない例が多い。

これは,原 稿料の支払には,手 書 き原稿が証拠 としてなければ ならな

か った伝統的 な会計処理の仕組みが技術進歩に とり残 されていまだに機

能 してい ることによるものである。

マネジメ ン トでは,性 悪 説に立 ったY理 論が否定 され,性 善説 に立 っ

たX理 論が導入 されてい るが,会 計の論理はY理 論 に立 って組立て られ

てお り,と きとしては,技 術進 歩を抑制す ることになる。

オ フ ィス ・オー トメーシ ョンの暗黒大陸には,そ うした人間の行動に

一74一



対す る基本的価値観に属す るような問題に メスを入れ ない と解決できな

い問題が多い。

OAの 社会的影響の調査では,是 非,こ うした問題 にも大胆 にメスを

入れ るべ きであ る。

5.50Aの 社会的影響調査への期待

本調査では,実 施計画 に示 された ように,国 際的側面 と国内的側面の両面

か ら,①OA化,② 雇用,③ 社会的経済的要因,の3点 か ら検討が進 め られ

てきた。

OA化 と雇用 については,既 存の関連調査 も多 く,ほ ぼ 問題はない と思わ

れ るが,社 会的経済的要因の分析については,若 干問題が残 されてい るよう

に思われる。それは,時 間的制約か ら,委 員個人の見解 として要因抽 出が行わ

れてい るが,体 系的要 因抽 出とい う点で見直 しの必要性が あるのではないか

とい うことであ る。

この種の体系的要 因抽出 につい ては,最 近,野 村総合研究所が,「 エ レク

トPニ クスの社会的 イ ンパ ク トに関する研究」(NIRA委 託研究)を 実施 し,

そのなかで,一 応の対応を してい る。

この野村総合研究所 の調査 には,唐 津委員長 と松井委員 も参加 してい るの

で,こ うした成果をふ ま えて,本 研究のための社会的経済的要因の体系的抽

出について,見 直 しを行 ない,そ の うえで新 たな展開を試み ることも考慮 し

てみ るべ きではあるまいか。

本調査に対す るもう1つ の期待は,技 術 と社会の クロスイ ンパ ク トに関す

る発想である。 この種の既存調査のほとん どが,技 術の進 歩が社会へ与 える

影響について調査 しているが,も う1つ の視点 として,社 会が技術進歩に及

ぼす影響の調査がある。現代社会 における技術 と社会 との関係は,技 術か ら

社会へのイ ンパ クトと,社 会か ら技術へのイ ンパ クトとの クロスイ ンパ クト

と して把握す る必要が ある。
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前述の会計の論理 などは,社 会 か ら技術へのイ ンパ クトとして把 えるべ き

ものの一例で ある。技術か ら社会へのイ ンパ クトは,比 較的単純に把握 でき

るが,社 会か ら技術へのイ ンパ クトは,そ れほ ど単純 には把握で きない。こ

うした側面の調査は,既 存 の関連調査を超 えるためにも,慎 重 に取組む必要

が ある。
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4.OAの 社会 的影響 と雇 用問題 一考え方 の枠組

慶応義塾大学経済学部教授

島 田 晴 雄

4.1は じ め に

本小論の 目的は,OAの 社会的影響を把握す るための考 え方の枠組 を整理

す ることであ る。それは以下の3つ の段階に分けて行 う。

(1)OAに よるオフィス変革の技術的可能性に関す る省察

(2)OAに おける制度的な らび に社会学的制 約に関す る省察

(3)OAの 経済社会 に及ぼす影響に関す る省察

以上の省察はOAの 雇用 に及ぼす影響に主眼 を置いて行われ る。 この よう

に概念枠組 を整理 した上 で,本 稿 の段階では,今 後の調査研究のため に,重

要 と思われ る調 査項 目をよ り具体 的に指摘す ることとしたい。

4.20Aに よるオ フィス変革の技術的可能性

OAは 現在,ワ ー ド・プロセ ッサ(WP),マ イクロ・コンビ=一 夕(MC)

な どの機 器を部分品 としてオフ ィスにおける情報の収集,整 理,分 析,保 存,

な らび に伝達 な どの事務処理機能 の自動化の技術革新 として急速 に進 んでい

る○

技 術 革 新 そ れ 自体 の 展望やそ の技 術革新 によって何がで きるよ うにな る

かの具体 的な推察は,本 プ ロジェク トの他の専門家に よって行われ るので,

それは本稿の主た る任務ではない。本稿 では,OAが 高度に進んだ段 階にお

いては,企 業組織 にお けるオ フィスとい うものの位置や役割 は どうな るか に

ついて展望 を してみ よ う。

企業 にお けるオ フィスの役割は,企 業活動を遂行す る上 で必要な情報の処

理 を行 うことであ り,オ フ ィスとはその処理過程の場 である とい うことがで
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き る。製造業におけ る企業を例に とれば,人,資 金,資 材な どの諸 資源 を結

合 して生産物をつ くり出 し,そ れを市場 に販売 して利潤 を得 ることが,企 業

活動の内容である○ オ フィスはそれ ら諸資源の結合の しかたの決定,生 産活

動の遂行,そ して成果の分配に至る までの各段階や側面 で必要な情 報の処理

が行われ る場である。 これは,無 形のサー ビスを提供する非製造業企業の場

合 にも基本的に共通す る。

OAに よる技術革新のね らいもし くは意義は この情報処理過程 を合理 化 し

短縮 し,一 定の成果を生むために必要なその処理過程に投入 され る資源や エ

ネルギーを削減す ることにある。 いいか えれぼ,オ フィスは これ までの よ う

に多量の人 員,書 類,情 報の フ ァイル設備の組合せでな く,合 理 的能率的に

連 係 されたOA機 器 と,情 報処理過程の必要 な個所に介在 して判断業務 を行

うご く少数 の人員の組合せに よって とって変 られ よ う。す なわ ち,極 論す る

な ら,企 業活動のイ ンプッ ト(諸 資源)と アウ トプッ ト(利 潤)を 結ぶ情報

処 理 プロセ スが短縮 され,旧 来型のオ フィスは不要 となるとい うことである。

そ して,OAが 高度に進んだ段階では,旧 来の意味でのオ フィスを実 質上,

究 極的に排除す ることは技術的には可能で あろ うと思われ る。

4.ろOAに おけ る制度的,社 会学的制約

以上のよ うな変革が技術的 には可能になる として も,現 実の企業活動の上

で,そ うした変革は どこまで実現 し得 るだろ うか。OAの 社会的影響を考 え

る場合,重 要な ことは社会で実際 に実現 される変革は どの よ うな もので ある

か を推察す ることである。

技術的には可能な変革を阻害す る制約 と して,次 の2つ の要素を指摘 した

い。 ひとつは制度的な制約条件で あ り,い まひ とつは,企 業組織に固有な人

々の行動パ ター ンである。

(1)制 度的制約条件

企業は,諸 資源 を結合 し生産活 動を行 うための組織 であるが,そ うした
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企業 とい う存在そのものが実は一定の約束事にもとつ いて成立す る社会制

度である。商法や会社 法 といった法律制度の枠組の下で,定 款や各種規約

によってその構造や機能 は規定 され一定の制約を受 けてい る。

資源を結合 し利潤 を生む とい う経 済活動だけに着 目す るな らぼ,OA技

術 を前提 と した最 も合理的かつ効率的な組織構造や機能 を想定するこ とは

で きるで あろ うが,そ れが上記の ような制度的制約条件 を満 さない とい う

事態は充分 にあ り得 る ことである。た とえば,株 主総会や取締役会 な どが

企業活動を進め る上 で果 してい る機能そのものは,OA技 術の高度に進ん

だ段階では商法や会社定款 に定め る株主総会や取締 役会の形式要件を満 さ

な くても実現 しうるであろ う。 実際これ らの法律的 あるいは制 度的 とりき

めの成立その ものが,過 去の情報処理技術の条件によ って規定 されて いる

場合は少 くない。 しか し,ひ とたびそれ らの制度が成立 し,そ れに即 した

社会的 あるいは政 治的利害関係が発生 し定着 して しま うと,経 済条件の変

化や技術進歩によ ってそ うした制 度がいか に経済的,技 術的には不合理な

ものであ って も制度 それ 自体がその存在を主張するか,あ るいは変革 を余

儀な くされて も適応 を遅 らせ る制度的惰性が働 くとい うことは よくあるこ

とである○

このよ うな例は無数 にあ るであろ うし,OAの 社会的影響を将来 にわた

って推察す る場合 には技術 と制 度 との対立 ・緊張関係の実 例を くまな く調

査 し検討す ることが必要であ る。 た とえば,契 約を結ぶ場合の形式要件 と

しての書式,印 鑑,登 録の様式な どの大部分はOA技 術の進んだ段階 では

まった く形骸 化 した もの とい うべきであろ うが,そ れ を廃止す ることはで

きるか。土地 ・建物 の登記,税 務署への申告か ら自動 車運転免許に至 るま

で,お よそあ らゆ る役所 の登録 関連手続きは,OA技 術 による記録の統合

管理 と通信機能の連 係が高度 に進 めば,廃 止 しても不都合 はないハズであ

るが,そ うなるだろ うか。皮 肉な例で言 えば,役 所 の予 算で行われ る各種

専門委員会や研究会 の年度末報告書の類は,情 報の プール と処理がOAに
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よ って適切 に行われていれば,大 部分節約で きそ うであ る。 あるいは,語

学教育 に高度 なOA技 術を適用で きるな らば,現 在の語学教師のほ とん ど

は陳腐 化 して不要 とな るハズである。学校における試験制度な ども無意味

になるかも しれない。

しか しなが ら,こ れ らの制度のなか にはすでに制度の存在その ものが半

ば 目的化 して,そ の存在理由を主張 しているものも多 く,容 易に改革はで

きそ うもない。た とえぼ,教 育界においては陳腐化 した語学教師の雇 用機

会 を維 持す ることが現実 には事実上の 目的 とな っているよ うに さえ思われ

るフシがある。そ うした諸制度の基本的骨格 を変 えるこ とが困難で あると

すれぼ,い かにそれが経済的,技 術 的には不要な もので あ って も,OAは

そ うした根本にはふれず に,そ うした制度の存在を前提 に した周辺の作業

の合理化,効 率化の領域でのみその効 力を発揮する とい うことにな らざる

を得な い。た とえば,登 記書類や 申請書式の形式が70年 前の毛筆 に合せ

てつ くられた ものであ って も,そ の書式その ものは変更 されず,そ の書式

を適切 に埋め るようにWPが 活用 され るといった無駄 はな くな らない。

OAの 影響を調査す るためには,こ の ような制度の存 在 白張が どれだけ

強いのか,OAは そ うした制度制約を どこまで浸蝕でき るのかあるいはで

きないのか,を 精査す ることが重要であ る。

(2)組 織 におけ る社会学的行動パ ター ン

いまひとつの重要な制約は、人 々の行動を律す る社会学的 な行動原理 も

し くは様式の存在 であるoこ こでは,と りわけ企業組織 内における人 々の

そ うした行動 パター ンの制約を考 える。

その 良い例が会議 である。 高度 なOA技 術が利 用で きるな ら,今 日のオ

フ ィスで行われている大部分の会議 は不要 となるで あろ う。情報の処理 と

伝 達機能がOAシ ステ ムをつ うじて合理的にできるな らぼ,そ れは旧来の

会議 の もつ機能の多 くの部分 を代替 しうるであろ うか らである。そ もそ も,

オフィスに集 って仕事をす る とい うこと自体あ ま り意味をもたな くな るで
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あろ うし,現 実 にOA技 術の発達 と普及に ともない在宅勤 務な ども一部で

は実施に移 され ている。 これは旧来のオ フィスの解体 を意味す るよ うに思

われ るが,果 してその ような変革が どこまで進むであろ うか。

同 じ場所 に集 ま り,会 議で顔をつ き合せ,食 堂その他で無駄話 しをす る

とい う人間同志の紐帯の もつ意味 を過少評価すべ きではないだ ろ う。 この

よ うな直接 の対面的相互作用(面 と向ってのお互いの働 きかけ)の 中か ら

発生 して くる連帯,論 争,緊 張,協 力,そ して学習も しくは習熟 な どの効

果を見逃 しては な らない。QCサ ー クルやOJTな どによる相互の学習や

啓 発の効果 は,こ のよ うな集 団活動の もつ論理 を最大限に活用す ることか

ら生れ たもの とい うこともで きよ う。 さらに労使の対立や協力 とい った ダ

イナ ミズムもこのよ うな企業組織に もとつ く社会関係を基礎 として展 開す

るo

この よ うに見 て くると,こ こで もOAに よる企業組織や機能の根 本的 な

変革 に対 しては大 きな障碍 もし くは制約があ ることが推察 され る。

いずれ にして も,OAの 社会的影響 を考 えるためには,以 上の ような制

度的,な らび に社会学的阻害要因のはた らきを充分に吟味 し展望す ること

が必要であ る。

4.40Aの 経済社会にお よぼす影響 雇用問題 を中心 として

以上の考察では,OAに よるオフィス変革の技術的可能性 と,そ うした変

革 を阻害す る制度的,社 会学的制 約条件のはた らきを対比 して,OAに よる

現実的な オフ ィス変革の方向や程 度を把握す る考 え方を整理 した。 そこでは,

実際に どのてい どの変革が起 りそ うか を予測す ることはしなか ったが,以 上

の阻害 要因の省察は,技 術的に可能 な変革 と実 際に起 りそ うな変革のてい ど

との間には大 きなギ ャップがあ りそ うであ ることを示唆 している。

次に,OAに よ って経済社会に どの よ うな影響が及ぶ可能性があるか を考

える枠組 を整理 してみ ることとす るが,そ うした問題を考 える上で も,以 上
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に整理 した ようなOAの もた らす技術的 に可能な変革 と現実の制度や社会慣

行 の中で受容 され得 る変革 とが どれ ほ ど異 っているかを確認す ることが きわ

めて重要であることを再度強調 しておきたい。

OAの 経済 ・社会への影響 を考 える とき,本 小論では とくに雇用 問題 を具

体的な問題 として念頭に置 く。 この 問題 を考 える上で,次 の よ うな区別 をさ

しあた り提案 したい。

① 量 と質の区別

② 内部労働市場 と経済全体の労働市場の区別

(1)量 と質 の区別

量 として問題になるのはい うまで もな く労働力需要な らび に供給量のバ

ラ ンスである。OAの 進行 に ともな って一定の技能 ない し熟練を もった労

働力へ の需要が増 えると同時 に他の種類の労働力へ の需要が減る。 また供

給側に も一定の変化が進行す る と考 え られ るか ら,そ の需給 バ ランスが ど

うなるか,需 給ギ ャップの構造は どうなるか,な どが考察の焦点 とな る。

このよ うな分析 を行 うためには,質 の異なる労働力(Labormix)需 要の

推定に関する方法論,異 質労働力供給量の推定 に関す る方法論な ど,一 定の

分析方法論の適切 な応用が必要 である。それ らの応用によって精 度や信頼

度 に問題はなお残 され ると して も,予 測のための一定の手がか りを得 るこ

とがで きる分析方法 を,わ れわれ は現在手に しているoこ のよ うな方 法を

用いて,OAの 影響を分析す る場 合,も っとも重要な ことはOAの 進 展に

よって必要 とされ る熟練 の内容や構造は どうなるか とい う需要 側の技術的

な見通 しの情報で ある。分析 にイ ンプ ッ トされ るその情報 の精度が高けれ

ば需給 バランス分析の精 度 もそれだけ高 くなる。他方,必 要 とされ る技能

や熟練 は どれだけの時間 と資源 を投 入すれば形成 され るか とい う,い わば

供給側の人的投資効果や労働者 の反応 に関す る見通 し情報 も必 要である。

この情報 の信頼性が高ければ需給 バ ラ ンス分析がそれ だけ確かな もの とな

ることは言 うまで もない。
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OAの 進行 にともな って,実 際 に必要 とされ る熟練の構造が どうなるか

を見透す ためには,前 項で述べた技術的可能性 と社会的制 約のバ ラ ンスが

どうなるかにつ いての見透 しがひ とつの重要な基礎とな ることに留意 して

お く必要がある。

質的 問題 としては,熟 練の形成 プロセス,技 術革新 の下での人 々の期待

や態度変容の問題が重要であ る。 この問題は,と りわ けOAの 進 行の下で

生起す る技術的要請 の変化 に対 して労働者がいかに反応 し適応す るか とい

う供給 側の対応 と深 くかかわ ってい る。 さらに,OAに ともな う疎外,参

加,満 足,不 満 などの社会心理学的側面 とのつなが りも重要である。過去

の技術革新 は,通 例,い わ ゆる 「熟練の分解」 とい う現象を引き起 しつつ

進んで きた。 これは単純に言 えば,旧 来の熟練の うち,設 計や技 術開発 に

かかわ る高度の熟練 の要素 と大量生産装置の操作 とい う低度の熟練 の要 素

とが分解 され,高 級技術者 とオペ レーターとに労働者層 が分解 される とい

う変化であ る。OAの 進展に ともない,OAシ ステムを開発す る高級な技

術者集 団とそのオペ レー ター とい う分解が進行 しつつあ る ことは否定で き

ないが,操 作その ものが逐次 自動化 して,情 報処理 プロセ スで人間が介在

す るのは判断業務だけ とい うよ うな事態になれぼ,そ うした二極分解の意

味は大き く変 って こよう。 また,OAの ソフ トウェアが業務の実態 に合せ

て複雑多様 に,し か し,比 較的容易に現場で編成できるようになれば,作

業 は単純なキーパ ンチ ャーのよ うな性質の ものでな く,シ ステム設計に近

いもの とな り,そ の意味で も旧来の熟練二極分解 とは異 な った傾 向がでて

くることが想像 され る。 この ような質的展開は,労 働者 の疎外や参加,満

足感,士 気な どに密接 にかかわ るものであると同時に,OAそ の ものが労

働者や労働組 織の中に どの よ うに受容れ られてい くかその速 さや深 さ,あ

るいは広 さを制 約す る条件 ともなる。

影響分析 ・視点のひ とつ と して,以 上の ような意味で,量 と質の側面 を

明示的に考 えることが有益 であると思 う。両側面は無論相互 に密接にかか
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わ ってい るが,そ の相 互作用をよ りよく理解す る上で も両側面を区別 して

見 ることが意味があ ると考 える。

② 内部労働市場 と経済全体 の労働市場

今 日の経済社会では,労 働 力の配分や 労働成果の配分の多 くの部分が企

業 とい う組織体 の中で,独 自の慣行,制 度,ル ールをつ うじて行われてい

る。個人個人の独立の労働や 自営業な どは広汎に存在 してはい るが,現 代

社会の労働市場を通観す る と,こ の企業を媒介 とした労働力の配分や賃金

の決定が大 きな比重 を占め,か つ主導的な役割 を一 国経済全体の労働市場

の中で演 じていると言 っても過 言ではない。

企業組織 内部での労働 力配分や報酬の決定 については,単 純に労働 力の

需給バ ラ ンスだけでは割 り切れない諸多のルール,慣 行,制 度などのはた

らきが介在す る。 この ような企 業組織 内の労働 力配分の独特 のあ り方を総

称 して,「 内部労働 市場(InternallaborMarket)」 とい う概念が労

働経済学者 の間で用い られ ているo

OAの 影響 を考 える場 合,ま ず第一 に重要 な ことは,そ れが企業組織の

内部で どの ように進展す るかを見極めることで ある ことを前述 したが,雇

用 問題 とのかかわ りで見 るとそれは まさに内部労働市場の問題なのであ る。

そ こで は労働力の配分 に関 して,採 用,訓 練,昇 進,配 転 な どにつ いて一

定のルールが形成 され てお り,ま た報酬体系 について も一定の制度が成立

している。 さらに,労 働組合はそ うしたルー ルに参加す ると同時にルール

の遵守をチ ェックす る役割 を果 している00Aに よるオフ ィスや企業組織

への変革 の力や業務 内容変革への動きは,内 部労働市場に成立 しているこ

れ らのルール,慣 行,制 度,さ らに共有 され た価値感の枠組にある程度ま

で沿いなが ら,そ して またそ うした ものを少 しず つ変容 させつつ浸透せ ざ

るを得 ない。 したが って内部労働市場の構造 と機 能を明示的 に分析す るこ

とは,OAが 雇用 に もた らす量,質 面での変革や前 項で強調 した ようなそ

うした変革に対する制約の程度な どを理解す る上で きわめて重要であると
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考 える。

最後 に,以 上の よ うな視点や チ ェックポイ ン トをふ まえた上で,OAが

一 国経済全体の労働市場の中で,ど の よ うな深 さと速さで,ど の よ うな質

的,量 的 影響 をもつかを総合的 に分析す る枠組 を構成す る必要が ある。

それが経済全体 で見た,OAの 雇用にお よぼす影響 を把握す る分析 の枠

組になるだろ うoそ こでは労働市場の需要 と供給 な らびに各部 門や各労

働力層の間での各種の フィー ドバ ックの網の 目が,雇 用の量 ・質両面での

変化 を展開 させ て行 く上で,ど の ような働 きがあるかが考察 され るこ とに

な るだろ う。

以上 の考察で強調 された諸点は,以 下の よ うにまとめ られ る。 それはわ

れわれ の調査分析のために考慮す べき分析視点でもあろ うo

①OAに よってオフ ィスの構造 と機能が どこまで,ど のよ うに変 り得 る

のかその技術的可能性。

② 企 業組織体 その ものやその内部の集団行動を規定する各種 のルー ルや

制度,ま た社会慣行 が もた らすOAに 対す る諸制約。

このよ うな制度的,社 会的制 約のはた らきは,企 業に対 してだけでな

く,経 済 ・社会全体の構 造や機能に関す るものについても考察の視野 を

拡げ ることは有意義である。

③ 内部労働市 場の構造,制 度,慣 行 がOAと のかかわ りで どの よ うな意

味 をも ってい るのか,そ の制約条件の解明。

④ 以上 をふ ま えた経済社会全体の労働市場 における各種 フィー ドバ ック

の整理 と分析。
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5.OAが 社 会 に 与 え る 影 響

東京大学理学部情報科学科助手

坂 村 健

5.1基 本的考え方

オフ ィス ・オー トメーシ ョンとい うのは,何 度 も申し上げているように,電

子工学,特 に コンピュータをベー スとしたオフ ィスの事である。従来,人 手

で処 理 していた仕事を コ ンピュー タを使いオー トメー シ ョン化す るのがオ フ

ィス ・オー トメー シ ョンであ り,そ の 目的 とす るところは オフ ィスワー クの

効率向上な らびに コス ト低減にある とい うことは言 うまでもない。つ ま り,

その スター トにあ るものは,あ くまで コンピュー タを中心 とした電 子機器で

あ り,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの影響 を考 えるには,こ れ らの電子機器

を使 って どの ようなことがで きるのかを十分考 えることか ら始 めなけれ ばな

らない。電子機器の能力が どの位 あ り,い つそれが手に入るのか とい う事 を

技術的な見地か ら調査 し,そ れを元にオ フィスの仕事が どのよ うな変化を受

け るかを 明らか にす る。その結果 どの ようなことが起 るかを予測す ることが

できれば,オ フィス ・オー トメーシ ョンが社会 に与 える影響をある程度考 える

ことがで きるだろ う。未来予測 とい うのは,イ ギ リスの科学者 アーサー ・C・

クラー クが言 うように科学技 術等 に対す る外挿 はある程度可能であ るが,そ

れ以外の例 えば生活の変化 とか政治経済 に関 して は無理 なのであ る。

しか し,技 術的 な進 展に対 しての予測をある程度行 うこ とができるな らば,

起 り得 る可能性 を列挙す ることは可能であ る。 どうなるかを断言す ることは

もちろんで きないが,問 題点 を抽出することは可能だ。 例 えば,車 とい うも

の に対 しての技術予測が,今 か ら30年 前 に正確かつ大規模に行われていた

な らば,そ して しか るべき手だてが とられ ていた ならば,現 在の道路行政や

交通行政な どに より強い影響 を及ぼ した ことは間違いない。その結果,今 よ
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りも交通 事故 な どを減 らす ことがで きたかも しれない。 また,自 動車に よる

貿易摩擦 な ども予測で きたか もしれない。

我 々が現在決定 しなければ な らないことが将来及ぼす影響 を知 るために,

未来予測 を使 う事は じゅうぶん意味 のあることだoそ して,コ ンピュー タが

未来社会 に及ぼす影響 は車以上であるとい うことは,想 像 に難 くない。

5.2感 覚的想像は いか にいい加減か

5.1で 述べた ように,技 術的事実か ら起 り得 る可能性 のみが未来につ いて

は論 じられ るのであ って,そ れ 以外の感覚的な予測 とい うのがいかにいい加

減であ るかを実例 をあげて述べ たいoと い うの は,つ い最近 まで私は 日本電

子工業振興協会のフューチャーオフィスイメージ 構築委員会の委員長をつ とめて

お り,こ こで フュー チ ャー オ フィスのイ メージスライ ドとい うものを作 った。

さ らに,そ れを約千人 のオ フィスワーカーに見せ,ア ンケー トを取 り,そ の

結果を分析 していた。 そ してその結果を纒 めたのであ るが,そ れ を見てい る

と大変面 白い ことがわか ってきたか らだo

例 えば,よ くオ フィス ・オー トメー シ ョン機器 における入 力形態 について

議論す る場合,日 本人,特 に管理者はキー ボー ドア レルギーが あ り,「 キー

ボー ドは一般には広 く受け入れ られ るようにはな らないで あろ う」 などの意

見がよ く出 され るが,分 析の結果 によればその よ うな ことを思 って いる人は

二割弱であ り,多 くの人はそ うでないと思 っている。 また,在 宅勤務な どに

関 して も,そ れ を望 まない人は約三割であ り,こ れまた多 くの人が望んで い

るのであ る。 ア ンケー トは もちろんサ ンプル調査だ し,ま た統計処理を した

結果であ るか ら,そ れが絶対正 しいとい うつも りは毛頭 ないし,い わんや ま

た現在多 くの人がそ う思 っているか らとい って未来社会がそ うな るとい う保

証 も全 くない。 しか し,ち ょっとデー タを取 ってみただけで も世の中で尤 も

らしく思われて いると思 う事 は,実 は多 くの人の考 えとは全 く反対 であるこ

とがわかる とい う事 を言いたいのである。
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また,未 来社会 におけ るオ フィス ・オー トメー シ ョンの影響を本格的 に探

ろ うと思 えば,そ の他の場に於 ける生 活 とか生活環境 その他諸 々のことすべ

てを予測 しなけれ ば どうなるかな どわかるわけがな い。 また,未 来の ことは

未来人が決めるので あ って,現 時点 において 「我 々が在宅勤務は人 と人との

接触が減 るか らいやだ。 よってそ うい うこ とは未来 にお いて技術的に可能で

も行 わ れ ない だ ろ う」 な ど と考 える こ と もお か しい 。 未 来 人 に言 わせ

れ ば,よ けい な お世 話 だ とい うこ とに な るか も しれ ない 。 つ ま り,人

と人 との接触を現在望んでい るか らそ うい う意 見が出るのであ って,こ れ は

その人 の主張であ り予測ではないのだo

5.5未 来予測とは倫理基準を決めることではない

我々が今 出来る ことは,技 術の進歩が将来の社 会に対 して及ぼす であろ う

主観を除 いた可能性 の探索 なのである。

そ して,そ の可能性の探索 が終 った後に行 うことができるのが重み を掛 け

た予測である。技術 的に可能な ことについてそれが実現 された らどうい うこ

とが起 るか とい うことをすべ出 した後でそれ に重みをつけて,そ の結 果を さ

らに検討す るので あ る。例 えば,高 速 な通信手段 と安価な ター ミナルの開発

が可能 となることを技 術的 に予測 し,そ れによ り在宅勤務や フレックスタイ

ム勤務を行 えるとい うことを示す。 そ して,も し在宅勤務や フレ ックスタイ

ム勤務を多 くの人が採用す るこ とにな った時に どの よ うな社会現象が起 きる

のかとい うこ との リス ト作 りを行 うのであ るo

何度 も言 うよ うに,在 宅勤務 の是非を問 うことを検討す る必 要はない。そ

れを決め るのは未来人であ るし,現 在 の我 々が論 じる資格はない。 しか し,

在宅勤務 を多 くのひ とが行 うようにな った時に,ど うい うこ とが 起きるのか,

例 えば個人的に 自由な時間が多 くなるとか,会 社の人 々が直接会 って話をす

る機会は減 るだろ う。 とい うよ うなことを言 うことはで きるのだ。それ以上

は危 険で ある。例 えば在宅勤務で くつ ろぎ と仕事のけ じめが難 しいだろ うな
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どと言 うのは人に因る問題なのであ って,主 観にもとつ く意見で あるとい う

ことを十分留意 しておかなければな らない。つま り,そ こまで踏み込むので

あれば,そ れは未来予測ではな く未来 に於 ける倫理基準 を決める仕事をす る

事 にな って しまうか らだ。(も ちろん未来の倫理基準 を決める仕事をや って

いけない とい う事ではない)

5.4お わ り に

オ フィス ・オー トメー シ ョンが社会 に与 える影響を考 えるこ とは非常 に重

要 な仕事だ と思 うが,い ろいろ述べて きたよ うに難 しい問題も多い。 また,

その方法を間違 えるとあま り意味のある予測になるとは思 えない。その よ う

な意味で従来よ く未来予測の手法 として使われ ている外挿法,デ ル フ ァイ法,

'ア
ンケー ト法 な どを使 うには十分留意す る必要があろ う。つ ま り,や り方を

間違 えるとそこか ら出て くるのは現代人が未来について ど う思 うか とい う主

観集に しかな らず,そ れ は未来予測 とは全 く異 な ったものであると思われ る

か らだo

付 録 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンが 未 来社 会 に及ぼす 影 響 を知 る方 法 論 の

案 の ま とめ

① 技 術 的 な 可能 性 を検 討す る こ とに よ り,オ フ ィスで 使 うこ との で き

る未 来 技 術 を予 測 す る。 方 法 と して は まず,要 素技 術 の 側 か ら,例 え

ば 論 理 素 子,メ モ リ,二 次 記憶,ソ フ トウ ェア技 術,シ ステ ム技 術,

ア ーキテ クチ ャな どの 各項 目に つい て予 測 を立 て る。 つ ぎ にそ れ を元

に実現 可能 な シ ステ ムを,例 えば パ ー ソナ ル コ ンピ ュー タ,ス ーパ ー

コ ン ピュ ー タの 形 で 予測 す る。

② そ して それ を元 に どの よ うな こ とが 出来 るか の詳 細 な予 測 を立 て る。

例 えば,ス ー パー ・コ ンピ ュー タの発 達 が 天気 予報 に どれ くらい 影 響
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を与 えるか とい うことを考 える。

③ さ らに,天 気予報 が99%の 確率 で行われ るよ うにな ったとして,

(これ は②の結果か ら導かれた とす る)そ れ が,ど の ような産業分野

の どのよ うな仕事に影響 を及ぼすか を リス トア ップす る。(こ こで未

来生活な どオフ ィスを取 り巻 く他の環境 も考 えなければな らない)

④ リス トア ップされた ものに重みを掛 け,未 来社会 シ ミュレー シ ョン

を行 う。 しか し,こ れ は大変である。 とい うのは,予 測 されて出て く

るシステムの数 も多いだろ うし,ま たそこか ら リス トア ップされ る数

も大変多いか らだ。 重み を掛 けた組み合わせばたいへん大きなものに

な ってしま う。 しか し,社 会的影 響を検討す るには出来 る限 り多 くの

場 合について考 えて見なければな らない。
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6.OAの 社会的影響 一現状 の実態 的側 面か らの検 討一

(社)日 本 オフ ィスオー トメー シ ョン協 会 事 務 局長

鈴 木 輝 太 郎

6.10A化 の 背 景

(1)技 術革新による就業構造の変化

日本における就業構造の変化 について,長 期的観点か ら見てみ ると,昭

和40年 には全就業者は4,763万 人であ り,そ のうち,農 林業就業者1 ,111

万人 である。 これ に対 して製造業におけ る生産作業者は906万 人,事 務従

事者 は625万 人であった(図6-1)。 この時期は農林業 に雇用吸収力が あ

り,し か も農林業の機械化 も初ま ったぼか りであ り,多 くの人手 を有 して

いた と考 えられ る。工業においては人手不足の時代であ り,こ の後,急 速

に工業の雇用吸 収が高まってくる。また,こ の時期は事務従事者は農林 業や

工業 におけ るサー ビス部門 としての位置づ けであ った とい える。

昭和50年 になると農林業就 業者は半減 し,685万 人 とな る。そ しても

っとも多い就業者は製造業の生産 作業者で996万 人 となるのである。事務

従事者 は884万 人 とな り,農 林業の就業者数 をこえる。 この時期がわが国

が工業化が最 も進んだ ころ と考 えられ るo

昭和60年 におけ る就業者の変化 につ いてみ ると,農 林業就業 者は583

万人 となる ことが予測 されてお り,製 造業 における生 産作業者数 の半分強

とな ると見 られ,製 造業の生産作業者 も1085万 人 とな り,雇 用吸収力が

飽和点 に達す る。 この時期にお ける事務従 事者は1 ,093万 人 とな り,全 就

業者の中で もっとも多い人数 とな ると見 られ る。つ ま り情報化に よるオ フ

ィス従事者の数が増加 して くる時期 と見 られ るのである。

この ように就 業構造の変化を見 ることに よ って,技 術革新が どの よ うな
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職業 構造 の変 化 と生 涯教 育

図6-1就 業者数 の推 移と技術 革新

場面に登場して くるか,そ れに よって雇用が どう変化 してい るか概観す る

こ とはで きる。すなわ ち,こ れ までの技術革新 は生産高が増加し,多 くの

人手を要 し,次 に人手不足を生 じるところで多 くの機械が導入 され,生 産
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性 を 向上 させ て きた と見 る こ とが 一 つ の 見 方 と してで きる。 また,生 産 性

が 向上 し,機 械 装備 が充 実 して くれ ば,多 くの雇用 を必 要 と しな くな り,

雇 用 は頭 打 ち にな る。 そ こで別 な雇 用 吸 収 の場 を求 めて,人 が 動 く形 とな

る とい えるo

(2)ホ ワイ トカ ラー の急 増

就 業 構 造 全 体 の動 向は(1)で 示 した とお りで あ るが,こ の うちで ホ ワイ

トカ ラー就 業 者 だ け につ い てみ る と,就 業 構 造基 本調 査 に よ る と,昭 和46

年に1,960万 人で全就業者 に対 して3&7%で あ ったが,昭 和54年 調査で は

2,374万 人 で 全 就 業者 に対 して43.3%で この8年 間 に21.1%と 増 加 して い

る。 これ に対 して ブルー カ ラー就 業 者 は この8年 間 に一 〇.08%と 減少 して

いる(表6-1)o

この ホ ワイ トカ ラー就 業者 の 内訳 をみ る と,専 門的 技術 的 職業 従事 者 が

昭和46年 には343万 人 で あ った も のが,54年 時点 で は454万 人 とな り,

322%と 高 い増 加率 を示 し,テ ク ノ ク ラー トの重 要性 を示 して い る。 また,

管理 的 職 業 従 事 者 は昭 和46年 で163万 人 で あ った もの が,54年 に は240

万 人 とな り,46.7%と も っと も高 い増 加 率 を 示 して い る(表6-2)。

次 に ホ ワイ トカ ラーの 中 で は も っ とも就 業 者数 の多 い 事務 従 業 者 は 昭和

46年 に は820万 人 で あ り,54年 で は935万 人 とな り,こ の8年 間 に,

14.0%の 増 加 を見 て い る。 そ して,販 売従 業 者 は,昭 和46年 は632万 人

表6-1ホ ワ イ ト カ ラ ー ・ ブ ル ー カ ラ ー 就 業 者

項 目 昭 和46年 昭 和54年 増 加 率

全産業就業者総数 50,630千 人 54,737千 人 8.1%

直 接 的 作 業 者 31,022 30,997 一 〇
.08

ホワイ トカラー 職 業 19,608 23,740 21.1

(出 典:昭 和54年 就業構造基本調査)
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表6-2ホ ワイ トカ ラー就 業者 の構 造

項 目 昭和46年 度 昭和54年 度 増 加 率

ホワイ トカラー職 業 計 19,608千 人 23,740千 人 21.1%

専門的技術的職業

管 理 的 職 業

事 務 従 事 者

販 売 従 事 者

3,439

1,637

8,207

6,325

4,547

2,401

9,359

7,463

32.2

46.7

14.0

18.0

(出 典:昭 和54年 就業構造基本 調査)

であ った ものが,54年 で746万 人 とな り,こ の8年 間に1&0%の 増 加

とな っているo

す なわち,ホ ワイ トカラー全体 の就業者が増加 している とい うことは,

産業構 造全体が"物"を 作 る仕事か ら ¶電情報"を 取扱 う仕事 に変化 してき

ている ことを意味 し,そ こに雇用の増加が見 られ るとい う指摘ができる と

同時に,ホ ワイ トカラー職業の中で も専門的技術的職業従事者の雇用の増

加率が著 しく高い点は,仕 事の中 に"創 造的""技 術的"活 動領域が拡大

してい ってい ることを示 しているとい えるので あるoし たが って,こ の よ

うに雇用の増加または人 手不足領域に技 術革新の ニーズが高い ことも示唆

されて いるとい えるのではなか ろ うか。

6.20A化 の必要性

ホ ワイ トカラー就業者が年 々増 加 し,雇 用 を増加 しているが,反 面 この領

域は労働集約化が進んで い くことにな り,単 位労働量 当 りの効率は必ず しも

よい とはい えない面をも っているこ とが指摘 されている。

それ はSRIの 調査 によれば,米 国では生産部門は1960～1970年

の10年 間に生産性が90%向 上 したのに対 して事務部門は同時期にわずか
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に4%し か生 産性が 向上 していない との指摘が ある(図6-2)○
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図6-2過 去10年 間の部 門別生 産性向上(米 国)

この生産性 の向上の裏には,生 産部門では労働者一人 当 り年間25,000ド

ルの設備投資が行 なわれてい る。 しか し,事 務部門において は,わ ずか に

2,000ド ルの設備投 資 しか行なわれていない との指摘であるo

この ことは,オ フィスにおける情報 活動において本格的 な技術開発による

生産性 向上投 資が行 なわれていなか った とい うことになる。 したが って,O

A機 器が開発 され,オ フィス業務の機械化が行 なわれれ ば,オ フィスがよ り

生産性を 向上 させ るこ とができると仮定 しているように考 えられ る。
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また,現 在の経済情勢を考慮 に入れ ると,企 業行動 としては生産性 を向上

させ るためには,オ フ ィス部門に機械化投資を行ない,労 働集約的な効率の

悪 い部門を改善 しなければな らない とい うこととが関連づ け られて くるので

あるo

そ こで,昭 和57年11月 社団法人 日本オ フィスオー トメー シ ョン協会が

上 場1・2部 企業 お よび 主要非上場企業350社 に対 して調査を行な った

結果をみ ると,OA化 を必要 とす る背景としては,「 企業の競争力強化のた

めにオ フィス部 門の生産性 を向上 しなければな らない」 とす る指摘が全体の

回答の42.3%に 達 している(図6-3)o
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図6-30A化 を必要 とす る背景
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ま た,オ フ ィスにお け る 「単 純 作 業 の機 械 化 の認識 が一 般 化 」 して き て い

る とい う回答 が16.8%と な って お り,オ フ ィ ス業務 の生 産 性 向 上 と合 計 で

59.1%と な り過 半 数 にな る。

この よ うにOA化 が,オ フ ィス業 務 の 効率 化 のため に必 要 で あ る とす る認

識 は一 般 化 しつ つ あ る とい えるの で あ る。

6.50A化 の 実 態

(1)OAに 対す る企 業 の 認識

OAと は い った い どの よ うな こ とな のか,一 般 企 業 の認 識 に つ い て調 査

結 果 を 先 の 調査 の 内 容で 見 て み る と,圧 倒 的 に多 くの人 が,「 従来 の コ ン

ピ ュー タ化 と他 のOA機 器 を 総 合的 に再 編 成 して効 率化 を図 る もの 」 で あ

る との 認 識 が強 く,全 回答 の63.1%に 達 して いるo

この 他 の 回答 と して,こ れ ま で の コ ンピ ュー タだ け を拡 大利 用 す る こ と

がOA化 で あ る とす る もの は,全 体 の20.3%と 低 く,あ る い は また,従

来 か らの合 理 化 ・効率 化 な ど機 器 を全 く使 わ な い活 動 で あ る との認 識 もわ

ず か2.3%と 少 な い もの にな ってい る。

この よ うに一 般 企業 にお い ては,コ ン ピ ュー タお よび そ の他 のOA機 器

を利 用 して,オ フ ィスの 業務 を効 率 化す る こ とがOAで あ る とい う認 識 は

一 般 化 して きて い る とい えるの で あ る
。

(2)OA機 器 の普 及 状 況

そ れ で はOA化 と は い ったい どの機 器 を どの程 度 利 用 して い る状 況 で

あ るの か,こ れ につ い て は,労 働 省 が 昭 和57年5月,大 手 企 業 に対 して

調 査 した 結 果 では,汎 用 コ ンピ ュー タで87.1%,オ ンライ ン端 末で70.2

%,オ フ ィス コ ンピ ュー タで36.1%,そ の他 の コ ンピ ュー タで30.8%,

ワー ドプ ロセ ッサ で29.0%,フ ァクシ ミ リで60 .2%,マ イ ク ロフ ィル

ム シ ス テ ムで34 .0%と な って い る(表6-3,6-4)。

この よ うにOA機 器 とい って も一 つ の もの を指す ので は な く,多 くの種
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回 答 数(件)

従来のコンビニ一 列 ヒと他の機器を総合的

に再 編成 して効率 化を図 る もの

憐 灘鵬
従来からの合理化 ・効率化など機器を使わ
ない活動のひとつ

050100
,11-‥ ‥11‥ 1110、,

200
!1},lr

＼＼＼ ＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼寸

MA

224

(63.1%

100%:355社

＼＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼172(20.3)

＼ ＼ ＼ ＼47(13.2)

コ8(2.3)

``、 . `v

構 成 比(%)102030

回 答数(f牛)→102050

従来の コンヒ二一 タ化 で取 り残 された部

分の機 械化
40(55.6%)

04

'

コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た 各部 を相 互 に ラA22(30 .5)
ンで 続 合 し ネ ッ トワ ー ク化 す る もの100%:72社

構 成 上ヒ(%)102030405060

50 60

図6-40Aに 対す る認識

表6-3産 業別事務処理機器の導入割合

M.A(%)

事務処理機器の種類 計 建 設 業 製造業
卸 売,

小売業

金融 保険

不動産業

運輸通信・電

気 ・ガス ・水

道・熱 供給業
その他

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 87.1 76.1 87.2 93.9 96.2 86.8 46.2

オ ン ラ イ ン端 末 装 置 70.2 47.8 72.6 71.4 83.3 64.2 30.8

オ フ ィ ス コ ン ピュ ー タ 36.1 34.8 37.1 44.9 30.8 28.3 46.2

そ の 他 の コ ン ピ ュ ー タ 30.8 26.1 34.7 32.7 21.8 24.5 23.1

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 29.0 23.9 30.7 44.9 23.1 18.9 23.1

フ ァ ク シ ミ リ 60.2 45.7 67.5 65.3 47.4 45.3 46.2

マイク ロフィル ムシステ ム 34.0 23.9 28.0 36.7 71.8 28.3 7.7

(注)そ の他 の産 業 は漁業,鉱 業,サ ー ビス業 で あ る。
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表6-4企 業規模別事務処理機 器の導入割合

M.A(%)

事務処理機器の種類 計 10,000人 以 上
5,000～

9,999入

2,000～

4,999人

1,000～

1,999人

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ 87.1 94.3 94.1 89.3 79.7

オ ン ラ イ ン 端 末 装 置 70.2 90.6 83.3 74.8 54.1

オ フ ィ ス コ ン ピ ュ ータ 36.1 58.5 44.1 31.6 30.9

そ の 他 の コ ン ピ ェ 一夕 30.8 56.6 35.3 31.3 21.7

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 29.0 58.5 39.2 29.6 15.9

フ ァ ク シ ミ リ 60.2 84.9 68.2 57.8 52.2

マ イク ロフ ィル ム シ ス テ ム 34.0 62.3 51.0 36.9 15.5

類 の もの を利 用す る こ とを 目的 と して お り,し か も単独 の 機 器 を 利用 す る

の で は な く,各 種 の業 務 に い ろ いろ な機 器 を システ ム と して利 用 し よ うと

して い るわ け で あ り,そ の 普及 度 合 も違 って い るこ とがわ か るの で あ る。

た だ しその 普 及 度 は業 種 に よ り,規 模 に よ って も相 当に差 が あ る こ と もま

た 事実 で あ る。

(3)OA機 器 の 利 用 台数

OA機 器 の 普 及 状況 に つ いて は 前 項 で述 べ た とお り,か な りの 普 及 度 に

達 して い るが,そ れ は,一 台利 用 して も百 台 利 用 して も同 じ レベ ル と して

い る が,実 態 と して は単 な る普 及 度 だ けで は な く,利 用機 器 の台 数 が 大 き

な 影響 を持 つ こ とに な るはず で あ り,そ こで,日 本 オ フ ィスオー トメー シ

ョ ン協 会 の調 査 結果 か ら,現 在 の 各 企業 にお け る一 企 業 当 りの 利 用 台 数 を

調 査 した結 果,汎 用 コ ンピ ュー タで2.3台,オ フ ィス コ ン ピ ュー タで5.

9台,パ ソ コ ンで は18.5台,フ ァ クシ ミ リで18.7台,ワ ー ドプ ロセ ッ

サ で7.1台,オ ンライ ン端末 で88.5台,マ イ ク ロ写 真機 器 で8.3台,電

子 フ ァイ ル1台,電 子 交 換 で2.0台,PPCで28.6台 な ど とな って い るo

(図6-5(1))
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(注:利 用 台 数 に つ い て は 、非 連 続 の 例 外 値 を除 き集 計)

図6-5(1)OA機 器 の利 用 台数

な お,日 ・米 にお け るOA機 器 の 普 及度 合 を比 較 して み る と,次 の よ う

にな る。

これ に よ る と,現 在 のOA機 器 の 普 及が 日本 で 高 い とい って も,日 ・米

間 で は相 当 に格差 が あ る こ とが わ か るの で あ る(図6-5(2))。
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※上記の数字は緒 統計を(社)日 本 オフィスオー トメーション協会が加工 し、試算 したものである。

図6-5(2) 日 ・米OA機 器 の普 及 状 況 と投 資 金 額

(1979年 ベー ス)

(4)企 業 内に お け るOA化 の 展 開

OA化 とい う事 象が 企 業 内で どの よ うに展 開 して い るか に つ いて み る と,

現 在 のOA化 の対 象 部 門 を トップマ ネ ジメ ン ト,総 務,人 事 ・労 務,経 理

・財 務 ,企 画 ス タ ッフ,営 業,資 材 ・購 買,生 産管 理,開 発 ・設計,そ の
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他 の 部 門 の10部 門 に 分 け,職 位 と しては,一 般 事 務,管 理 者,経 営 者 に

分 け,対 象 情 報 につ い て は,計 数 情報,文 書情 報,イ メー ジ情 報,コ ミュ

ニ ケー シ ョ ンの4つ の種 類 にわ け て ,OA化 の ステ ップ と しては 業務 見 直

し中,単 体 機 器 使 用,汎 用 コ ンピ ュー タの 拡 大,汎 用 コ ンピ ュー タ と各 種

OA機 器 の結 合 の4つ の ステ ップ に分 類 して,先 の 調 査 と同様 に 日本 オ フ

ィスオー トメー シ ョン協 会 が調 査 した結 果,次 の 図 に示 す よ うな結 果 を得

た(図6-6)。
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図6-60A化 の対象領域 と段階
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この結果,部 門別にOA化 の程度が異な り,職 位別 にも異なる傾 向にあ

るo

特に部 門別 に対象情報の種類 を見 ると,経 理 ・財 務部 門では計数情報の

処理が74.5%に 達 しているのに対 して,総 務部門では文章情報の処理が

61.2%に 達 していて,対 象情報の 内容 も違 っている。 またOA化 の ステ

ップを部門別の関係で見ると経理 ・財務部門および営業,資 材 ・購 買,生

産管理部門では,汎 用 コンピュー タ利用の拡大が多いのに対 して,総 務,

開発 ・設計部 門は単体機器利用度合が高 くな ってい る。

この ようにOA化 と一 口にい っても,部 門によって情報の 内容 とそれ を

処理す る手段が違 ってお り,一 企業 内において も,OA化 の展開は多角的,

多様な方法 で行 なわれ ているとい えるのであ る。

(5)OAに 対す る個人意識

OA化 が現在多 くの企業で展開 され てい ることは先 の調査結果で示 した

とお りで あるが,そ のOA化 の波 を受け る個人個人は どの よ うに受 け とめ

てい るか につ いて,日 本 オフ ィスオー トメー シ ョン協会 の調査でみ る と,

(こ の調査 は,先 の350社 の回答企業の うち33社 をサ ンプ リングして,

250人 の個人に意見 を求めた ものであ る。)現 在のOA化 が進展 してい

った場 合,個 人個人の仕事は どの よ うになるか,と い う問 に対 して 「オ フ

ィス業 務を効率化す ると各人の考 える時間が増 し,オ フィス業務処理 が ス

ムー ズにな る」 とい う回答が72 .4%と 多 くの回答結果 を得ている(図6

-7)○

次に,現 在のOA化 に対 して どの よ うな障 害があるか について同様 の調

査を行 な った結果,「 オ フィス業務の効率化 した結果,将 来のオ フィスは

人間に とって豊かな仕事の場 にな るのかの シナ リオが ない」 とい う回答が,

全体の44.4%と な り,多 くの指摘 とな っている(図6-8)。

つ ま り,OA化 を推進 した場合,当 面 は,ル ーチ ンの業務が機械化 され,

考 える時間を持 たせ て くれ るが,は た して将来 にお いて 自分の仕事 は人 間
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回 答 構 成 比(%)

オフ ィス業務 を 一般職(男)

効率 化す る と、

各人の考 える時 一般職(女)

間が増 加 し、 オ
フ ィス業務処 理 管 理 職

か スムー ズにな

る。(全 体)

は
1い上 .]寧 4

い い え

5
霞
芥
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19

1.5

0.8

図6-7オ フ ィス業務 を改 善 して どの よ うな結 果 に な る と思 うか

回 答 構 成.比(%)
μ し、 とちりと〉 鉦`⇔ いいえいえない 回

効率 化 した結果 、一 般職(男)09

将 来の オフ ィス

は 人間に とって 一 般職(女)3.o

豊 かな仕事 の場

に な るのか 、の 管 理 職

シナ リオか ない。

(全 体)12

図6-8オ フ ィ ス 業 務 の 効 率 化 を し よ う と し た 場 合

個 人 的 に な に が 障 害 か

らしい仕事の場を形成 して くれ るのか どうか の疑問をいだいている ことも

また事実であるo

この ようにOA化 については経営的に考 える面 と個人の仕事 と結びつけ

て考 える面 と立場によってその判断が微妙に違 ってお り,個 人の仕事 に対

す る意識への影響 とい う点につ いては充 分配慮 を要す ることが うかが える

のである。

(6)OA化 の効果

現 在のOA化 の効果 とい っても,単 にOA機 器を導入 して効果を出 して

い るわけではな く,OA機 器導入以前にオ フィスにおける業務改善 あるい

は文書 削減運動や事務簡素化を行 ない,そ の後に機器を導入す るとい う形
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式を取 っている。

このため,OA化 の改善効果 としては,当 然,オ フィスの経費削減が行

なわれているo

また,現 在 の経済情勢 を反映 してオ フィス部門の人員増加に対 して抑制

がかか り,で きるだけ人手による事務処理を機械化す ることで,人 員を削

減 しよ うとしてい るのである。

したが って,ど の企業 において もオフィス部門の仕事の生産性 向上 を狙

いとしているわ けである。 しか し,OA化 につ いて,単 にオ フィス業務の

生産性 向上だけが効果 とい えば必ず しもそ うではな く,企 業 によっては,

情報処理手段を持 つことが,企 業競争上必要 であるとの指摘 もある。

つま り,OA化 の効果 には,経 済的成果 と非経済的成果の2面 が併存 し

ていて,そ れ を分離計測で きないとす る指摘 も多 く存在 してい るのである。

特 に先の調査でOA化 の効果 に触れている項があ り,そ の中で,OA化

による定量的経済効果 として,オ フィス業務の改善 とOA化 に よって,ど

の程度,オ フ ィス部 門の生産性が向上 したか,主 観的評価を試みた ところ,

次の ような数値 が回答 されたのである(図6-9)。

これによると,ほ ぼ年率で12.6%の 生産性 向上がある との指摘であ り,

この数値の妥当性 は,各 種のOA化 の実例か らみ ると,そ れほ ど高い数値

ではな く,全 体的 な平均 としてはこの程度の効果を出す ことはで きる,あ

るいは期待できるもの と言 えるのではなかろ うか。 なお,こ の他の定性的,

非経済的効果 について,そ の内容は多岐にわた り,本 文 においては省略す

るo

6.40A化 によ る影響調査に対す る考え方

OA化 による社会 的影響分析 を行な うためには,現 在の オフィス業務の改

善か ら機器導入による効果 あるいは機器利用に よる人間への物理的 ・心理的

影響な ど多角的かつ広範 な調査分 析を行 な う必要がある。
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そ こで,こ れ らの調査研究を行 な うための手順 を構築す る必要があ り,そ

の一つの形を下記の示す ものである(図6-10)。

この方法による と,調 査研究の範囲を確定す る必要が あ り,次 いで技術の

内容について克 明に解説 し,そ の結果の社会への影響 を明らかに してい くと

い う,三 つの段階が必要で あると考 えるものであ る。

もし,そ の結果が 出て,影 響について何 らかの改善が必要であれば,そ れ

に対す る対策を考慮す る とい う過程が考 えられ る。

ー

ー

・↓

生

産

性

向

上

(%

)
・
年

率

一 一→ 回 答 数(件)

50

1%未 満

1～3

3～5

5～10

10～15

15～20

20～30

31以 上

7(2.2%)

19(6.1)

42(13.5)

37(11。8)

62(19.9)

58(18.6)

100

全 体 平 均.12.6%1

1020

-一 一ー 一 一→ 構 成 比(%)

図6-9生 産性 向上(年 率)
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改 善 策 の 評 価 基 準
研 究 の 範 囲

一

基 準
研 究 の 幅 1.制 御 の 可 能 性

2.価 値
3.優 先'度
4、 有 効 度
5.費 用(ス ポンサー側)

6,費 用(被 害 者 側)
?,非 金 銭 的 影 響
&組 織 に よ る 障 害

9.不 確 実 度

対 象 技 術 の 範 囲
論 及 範 囲
影響を受けるグループ
対 象 期 間
影 響 の 種 類
影 響 の レ ベ ル
影 響 の 測 度

■

評 価 段 階
,

11評価牒 の決定

技 術 の 解 説
1・1技術の轍1

改善策の採否と影響との比較度

項 目 1技 術1

1.物理的 機能的説明

2,技 術 の 現 状

3、影 響 測 度

4.関 連 技 術

5、技 術 の 将 来

6.応 用

131社 会状態の展開1
開 発
応 用

●

1社 会1

141影 響分野の明確化1 社会的影響
1故 宅藪 策1

ド 第欺 の路 分析 略 述

影響特性
影 響

161影 響を観 する鰭 策1
●

改善鳥 用改善策採用
社会の状態および

主要影響要素
171影 響の最終的分析1

影響を受けるグループ
影 響 の 現 わ れ 方
生 起 確 率
時 期
影 響 の 度 合
持 続 期 間
拡 散 程 度
制 御 の 可 能 性

大中小 分類
1

価 値
環 境
人 口
経 済
社 会
組織 ・制度

一

情報化に対する影響評価の関連図6-10

・
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